














































































































































































































教育における教育的価値について検討する。特に，大正 ( )年に徳島縣教育會が発行2 1913
した『義太夫調査書』に注目し，この中にみられる義太夫の社会教育的な価値について検










































































































































































































長坂（鶴澤友球 ・杉江は，小学 年生を対象として，総合的な学習と他教科を関わら） 3
- 9 -















































)文化庁『平成 年度地域の伝統的な芸能等の活用のあり方に関する調査研究報告書 民俗芸能で広が3 14 :
2003る子どもの世界』文化庁
)垣内幸夫 小学校・中学校における伝統音楽の指導に関する若干の考察―語り物音楽教材化試案 宮4 「 」『
城教育大学紀要』第 巻 宮城教育大学 および 「小学校・中学校における伝統音楽の17 1982 pp.77-95 ，












14 2006 pp.97-103『パイディア：教育実践研究指導センター紀要』第 号 滋賀大学
)萩野典子「地域の伝統音楽を生かした『総合的な学習』の指導計画編成とその実践的方法に関する10
2003 pp.1-157研究」 年度鳴門教育大学大学院修士論文
11 2006 p.496)西郷由布子「郷土芸能」の項 福田アジオ他編『日本民俗大辞典上』吉川弘文館






， ， 。一章では 文化と人間形成について 文化人類学や一般教育学の知見に基づいて論究する



















， ， 「 」のなかで 現在いろいろな教育の定義があるが 教育が 人間を人間たらしめるはたらき




している 。そして 「植物は栽培によってつくられ、人間は教育によってつくられる」2) ，
要するに，教育とは，人間にと 『エミール』の第一編の冒頭の言葉を紹介している 。， 3)
よる営みである。生まれたままの未熟な人間は，教育を受けることによって，りっぱな
人間になることができる。したがって，教育は，生まれたままの人間を真の人間にする
Jean Jacques働きかけであるといえる 前田によると この教育に関する見解には ルソー。 ， ， (
の教育思想の影響が認められるということである。Rousseau, 1712-1778)
そこで 『エミール』( )を取りあげ，教育に関するルソーの見解を探っていくこと， 1762
にする。
(長尾十三二 原聡介他訳『世界教育学選集 エミール 』明治ルソ－は 『エミール』， 39 1
のなかで，教育について次のように述べている 。図書 )1762 4)
植物は栽培によって，人間は教育によってつくられる （中略）私たちは弱い者と。
して生まれてくる。だから私たちには力が必要である。私たちは何ももたずに生まれ



































文化 について，祖父江孝男( )は 『文化人類学入門』(中公新書 )のなculture 1926- 2002，
かで 「文化人類学でいう文化とは （中略）もっとも簡単にいえば『生活様式』という， 、
意味 である と述べている 平野健一郎( )は 国際文化論 (東京大学出版会 )」 ， ，『 』9)。 1937- 2001
，「 、 」のなかで 人々の生活のしかたのすべてを指す 広い意味のことばとして使われている
と述べている 吉田禎吾( )は 文化人類学事典 (弘文堂 )の文化の項で 文10)。 ，『 』 ，「1923- 1987




タイラー 。このタイラーの定義は，( )の文化の定義であるEdward Burnett Tylor, 1832-1917
文化人類学における基本的な文化の定義とされている。そして，このタイラーの定義を
Clyde Kay Maben Kluckhonより詳細に捉え直したものは，アメリカのクラックホーン(
である 。このクラックホーンらの定義は，現在における最適1905-1960)らの文化の定義 12)
。 ， ，な文化の定義のひとつとされている そこで この二つの文化の定義に注目しながら13)
- 15 -
。文化の概念について吟味していくことにする
タイラーの文化の定義は， 年に，彼の著書 『原始文化( )』の第一1871 Primitive Culture，






」 ， 。得る能力 というのは 人間が遺伝によって獲得した本能的な習性や行動のことではない
これは，人間が社会から後天的に学習した生活の仕方のことを指している 。要するに，15)
社会の中で，ある人間だけが獲得した個人的なものではなく，社会を構成する人間によっ
， ， 。て 創造され 共有されている行動様式あるいは生活様式のことを意味しているのである












































































， ，（ ） 『 』 」 。人間 によって担われた一つの 精神 である 28) シュプランガーによると 文化は
人間によって担われている精神的な所産といえるものである。
文化は 四つの方面（四種類のカテゴリー）に分けられる。つまり，シュプランガー，
は，文化を，客観化された精神 ，共通精神 ，規範的精神objektivierter Geist Gemeingeist
- 18 -
，主観的あるいは個人的精神 (以後，主normativer Geist subjektiver order personaler Geist
観的精神と記す)という四者に区分している 。シュプランガーによると，客観化された29)
精神，共通精神，規範的精神の三者は人間の外に存在し，主観的精神は人間の内に意識
Seinsschichtとして働くものとして捉えられている シュプランガーは これらを 存在の層。 ， ，































































































































， ， ，このように 主観的精神の内に生成された精神的財産が客観化され 外面的表示や記号
成果物として具現化されると，他者の主観的精神もこの存在を意識し，他者の主観的精神
の内に新たな精神的財産が形成されることになる。
ここから 他者の主観的精神の働きを含めながら吟味していくことになるので 前者(自， ，
分)を の主観的精神，後者(他者)を の主観的精神と称することにする。 の主観的精A B A
神の内に生成された精神的財産が客観化され，他者が理解することが可能な外面的表示や






















































































ンガー著土井竹治訳『青年の心理』刀江書房 )において，次のように述べている 。1937 58)
凡て発達は、主観が内的及び外的要素の相互作用によつて経験する所の変化の系列
に関するものであつて、而もその変化の方向決定が、主としてその主観の内的素質又
は傾向に帰せらるゝ如きものである （ )。 p.28













にあるものの「養育 （ 、すなわち、ラテン語の (養育)である。( )」 ）Pflege culture p.21













































この調整器は，三種の働きをする 第一に，良心は 「内的な決断の前に警告する 。第二。 ， 」
に，良心は 「行為が倫理的に悪いとしたら行為中に叱責する 。第三に，良心は 「悪い， 」 ，
行為の後に罰する」 。つまり 「良心は行為に対して警告し，悪い行為が続く間は抵抗66) ，










































「 」 『 』第一項では 源了圓の 文化と人間形成 (源了圓著 文化と人間形成 教育学大全集, 1
第一法規 )に基づいて，源の教育観や文化観，および文化と人間との関係について論1984
ずる。
源了圓について紹介すると，次のようになる。源は，大正 ( )年に熊本県で生ま9 1920
れ，昭和 ( )年に京都大学文学部哲学科を卒業し，その後，日本女子大学や東北大23 1948
学，コロンビア大学などで教鞭をとった。彼の専門分野は，日本思想史，日本文化論であ
。 ，『 』 ，『 』 ，る 著書には 近世初期実学思想の研究 (創文社 ) 義理と人情 (中央公論社 )1980 1969
『型』(創文社 )などがある 。1989 76)
本項で注目する『文化と人間形成』は 「日本文化と日本人の育成」について論究した，
書である。本書は，序章「文化と人間形成 ，第一章「 日本文化と日本人の形成』をめ」 『
ぐる問題 ，第二章「日本の風土・社会・文化と人間形成 ，第三章「文武の芸を通じて」 」












































































































, : :第二項では 細谷恒夫の『教育の哲学人間形成の基礎理論』(細谷恒夫著『教育の哲学
人間形成の基礎理論』創文社 )に基づいて，人間形成と精神的環境（文化）について1969
論ずる。
細谷恒夫について紹介すると，次のようになる。細谷は，明治 ( )年に東京府(現37 1904
） ， ，東京都 で生まれ 昭和 ( )年に東京帝国大学(現東京大学)文学部教育学科を卒業し7 1932
その後，東京帝国大学や名古屋大学などで教鞭をとった。彼の専門分野は，教育哲学であ
る。著書には 『教育環境学』(目黒書店 ) 『教育方法』(岩波書店 ) 『細谷恒夫， ， ，1932 1960
教育学選集』(教育出版 )などがある 。1985 104)
本項で注目する『教育の哲学 人間形成の基礎理論』(創文社 )は，人間形成につい: 1969
て論じている書である。この書は，序論と本論から成り立っている。序論では，課題と方













ている 。彼は 「人間が新しい性質や形をもつようになったということは，その人の行106) ，
） 」為の仕方(感じ方や考え方などを含む広い意味での が変わったということに外ならない







。 ， 。ある この行為様式は 個体が生物として生存する上で基底をなす行為様式である111 112) ）




































いる環境を 「自然的環境 「精神的環境 「人間的交渉 「教育的交渉」という四つに， 」， 」， 」，
分けている 。125)
「 」 ，「 、 、 、 、 、 」自然的環境 とは 気候 気象 地質 地味 地形 景観などの総称としての風土
のことである 。この風土は，個人の人間形成の基底と捉えられている 。126 127) )
「精神的環境」とは 「人間がその中で生きまた自己を形成する習俗、制度、法律、科，





味を持っている 。この人間的交渉には 「共感的交渉 「同僚的交渉 「同志的交渉」と130) ， 」 」









。説得は被教育者に「見通し」を与えるものである 。感化は，命令や説得よりも被137 138) )
教育者の人間形成のうえに深く広い力を持っている 。また，先に述べた「しつけ」は139)













， 。び創造されると文化それ自体が客観的なものとして存立し 公共性を持つようになる 144)
， 。 ， ，このような文化は 個人に対立するものとして存在している しかし この文化には145)
ふたたび人間の主観に戻って主観化し，さらに個性化し，新しい文化となるという可能性





























小笠原道雄について紹介すると，次のようになる。小笠原は，昭和 ( )年に北海11 1936
道で生まれ，広島大学大学院教育学研究科博士課程を修了し，その後，上智大学や広島大
学などで教鞭をとった。彼の専門分野はドイツ教育哲学である。著書には 『現代ドイツ，
教育学説史研究序説』(福村出版 ) 『近代教育思想の展開』(福村出版 )などがあ1974 2000，
る 。156)
本項で注目する『文化伝達と教育』は，現代の文化伝達について論じている書である。
本書は，第一章「文化伝達の基礎過程 ，第二章「文化伝達の危機と教育問題 ，第三章」 」
「文化伝達の諸場面 ，第四章「文化伝達問題の歴史」という構成になっている 。ここ」 157)




























， 『 』 『 』 ）第四項では 高久清吉の 教育実践の原理 (高久清吉著 教育実践の原理 協同出版 1988
に基づいて，文化と人間形成について論ずる。高久清吉について紹介すると，次のように
なる。
高久は，大正 ( )年に茨城県で生まれ，昭和 ( )年に東京教育大学大学院教育14 1925 33 1958
学科を修了し，その後，茨城大学や東京教育大学，筑波大学などで教鞭をとった。彼の専
門分野は教育学である。著書には 『教授学：教科教育学の構造』(協同出版 ) 『教， ，1968
育実践学：教師の力量形成の道』(教育出版 ) 『ヘルバルトとその時代』(玉川大学1990 ，
出版部 )などがある 。1984 164)
本項で注目する『教育実践の原理』は，教育の本質や方法，教育問題について論じてい
る書である。本書は，Ⅰ「教育研究の問題 ，Ⅱ「人間像と教育問題 ，Ⅲ「教科教育の」 」




高久は 『教育実践の原理』のなかで 「教育の中心のしごとは、人間を本来の人間へ， ，


























， ， ，まり 大人から子どもに文化を伝達し 文化に内在している客観化された精神や共通精神
規範的精神を子どもに吟味させ受容させることによって，その子どもの「有能性」が高ま















































， 。文化論 の主観的精神に戻って編み直され再創造されて 次世代に伝達されるという循環的な動きを繰り返す
と ・人間形成の営みは，人間の主観的精神が文化に内在している客観化された精神や共通精神，規範的精
教育論 神を意識し，自己の精神的財産を拡張していく営みである。













， ， ， ，ら創出され 客観化 公共化を経て 再び人間の主観的精神に戻るという循環的な動きは
文化の側からみると文化の伝達・再創造の過程であり，これを人間の側からみるとそのま
ま人間形成の過程になると彼らは捉えているのである。源は，文化の側からみて，人間が






































4 39 1 1983 p.19)ルソー著 長尾十三二訳 原聡介他訳『世界教育学選集 エミール 』 明治図書




9 2002 p.39)祖父江孝男『文化人類学入門』(増補改訂版) 中公新書
10 2001 p.7)平野健一郎「文化とは 『国際文化論』東京大学出版会」
11 1987 p.666)吉田禎吾「文化」祖父江孝男他編集『文化人類学事典』弘文堂
， 「 」 ，12 W.H.Kelly 1945)クラックホーンは 心理学者ケリー( )と共同で 文化の概念 ( )という論文を執筆し
文化の概念の定義をしている。祖父江孝男『文化人類学入門』中公新書 および 『文化人類2002 p.40 ，
1987 p.667学事典』祖父江孝男他編『文化人類学事典』弘文堂
13 2002 p.40)祖父江孝男『文化人類学入門』中公新書
14 E. B. 1962 p.1) タイラー著 日屋根安定訳『原始文化』 誠信書房
15 1970 p.252)石田英一郎 『人間と文化の探求』文藝春秋
16 p.252)同上書
1987 p.17817)祖父江孝男他編 『改訂文化人類学事典』 ぎょうせい
p.17818)同上書
19 9 p.40) 前掲書 )
20 pp.29-30)同上書
21 1991 p.4)足立明「文化とは何か」足立明 春日直樹他編『文化と現代社会』嵯峨野書院
22 15 p.252)前掲書 )
23 p.274)同上書
24 13 1978 p.347)村井実 長井和雄 『教育宝典 シュプランガー』玉川大学出版部
25 p.347)同上書
26 p.347)同上書
27 E. 1937 p.8) シュプランガ－著 小塚新一郎訳「文化と諸文化 『文化哲学の諸問題』岩波書店」
28 E. 1938 p.10) シュプランガ－著 小塚新一郎訳『現代文化と国民教育』岩波書店





























53 1937 kundgebungen Zeichen unt)シュプランガーは， において 「 ，Kurturmorphologische Betrachtungen ，
」と述べている( )。この「 ， 」は，原著において，小塚新一Werke S.491 kundgebungen Zeichen unt Werke
郎によって「外面的表示、記号、仕事」と訳されている(同上書 )。本研究では， を成果物とp.56 Werke
捉えなおして記述することにした。
E. 1938 p.754) シュプランガ－著 小塚新一郎訳「教育学の哲学的構造 『現代文化と国民教育』 岩波書店」
55 p.15)同上書
56 E 1987 pp.21-22) シュプランガー著 村田昇 片山光宏訳『教育学的展望：現代の教育問題』東信堂
57 E. 1938 p.8) シュプランガー著 小塚新一郎訳『現代文化と国民教育』岩波書店
58 E. 1937 p.21 Eduard Spranger.) シュプランガー著 土井竹治訳『青年の心理』刀江書房 ，および，
- 47 -
. Leipzig.1924.S.17Psychologie des Jugendalters
59 E. 1993 p.21) シュプランガー著 村田昇 片山光宏共訳 『教育学的展望：現代の教育問題』東信堂
および ， ，Eduard Spranger. . Leipzig.1924.S.17Psychologie des Jugendalters
E. 1956 p.24シュプランガー著杉谷雅文 村田昇訳『教育学的展望：現代教育の諸問題』 関書院
60 57 p.16)前掲書 )
61 E. 1993 p.21) シュプランガー著 村田昇 片山光宏共訳 『教育学的展望：現代の教育問題』東信堂
Eduard Spranger . .Leipzig.1924.S.17 ,および， Psychologie des Jugendalters
E. 1956 p.24シュプランガー著 杉谷雅文 村田昇訳『教育学的展望：現代教育の諸問題』 関書院
)シュプランガーは，文化の意味を捉えることを 「了解の眼を開く」という言葉で表し，この「了解62 ，
57 pp.13-14の眼を開かせて行くと云ふ点に重要な教育的一面が存する」と述べている。前掲書 )
63 1 p.37)前掲書 )
1987 p.17064)シュプランガー著 村田昇 片山光宏『教育学的展望：現代の教育問題』東信堂
)山邊光宏「シュプランガー教育学の宗教的基礎としての良心論 『安田女子大学大学院博士課程完成65 」
1999 p.2記念論文集』安田女子大学




69 61 pp.21-22 Eduard Spranger . . Leipzig. 1924. S.17)前掲書 ) ，および， Psychologie des Jugendalters
70 E. 1993 p.171) シュプランガー著 村田昇 片山光宏共訳『教育学的展望：現代の教育問題』東信堂
71 E. 1969 p.33) シュプランガー著 浜田正秀訳『教育者の道〔改訳 』 玉川大学出版部〕
72 p.33)同上書
73 1 p.37)前掲書 )
74 p.37)同上書
)シュプランガーは，三つの関係について 「教育では （中略）これほど違った諸因子が絡み合って75 ， 、
統一されている」と述べている。 シュプランガー著 村田昇片山光宏共訳『教育学的展望：現代の教E.
1993 1987 p.22育問題』 東信堂 ( 初版）
)源了圓『文化と人間形成 教育学大全集 』第一法規 奥付76 1 1984






























)細谷恒夫『教育の哲学人間形成の基礎理論』創文社 奥付104 : 1969










































































173 164 p.38)前掲書 )





)高久によると，陶冶は 「教育がめざすべき『人間の全体的状態 」のことを意味しており，この陶178 ， 』
冶の概念と人間形成の概念とは，ほとんど同義に捉えられている。日本では，戦後より，教育用語とし






楽，すなわち， 世紀や 世紀の音楽を積極的に取り入れ，この音楽を中心とした学習18 19
が展開されてきた 。つまり，義務教育における音楽科は，我が国や郷土の伝統音楽を排1)
， ， 。除し 西洋音楽を教材として取りあげて 子どもの人間形成の育成を促してきたのである
その結果，子どもたちは，音楽科教育において自国の音楽文化にほとんどふれる機会がな
かったのである。
しかし，平成元( )年 月に，第 次学習指導要領が告示され，中学校音楽科に「諸1989 3 6
民族の音楽」の学習が義務づけられ，音楽の授業において西洋音楽に加えてアジアやアフ
リカなど世界のさまざまな国，さまざまな民族の音楽が教材として取りあげられるように
18 2006 12 20なった。その後，平成 ( )年 月の教育基本法の全面的な改定を受けて，平成
， 。 ，( )年 月に 第 次中学校学習指導要領が告示された この第 次学習指導要領では2008 3 8 8






























































































































， ， ， ， ，この図 が示すように 日本の音楽は 成立順に 我が国の伝統音楽 郷土の伝統音楽1
明治以降洋楽の影響を受けて成立した音楽と，大きく三つに分けられる。この三つは，い
くつかの音楽の層から成り立っており，さらに各層にはいくつかの種目があるという重層

























































そこで，この声の音楽を 「歌い物」と「語り物」という観点からみると 「歌い物」， ，
として，雅楽における催馬楽や朗詠，箏曲，三味線楽における長唄，端唄，うた沢，小唄
があげられる 「語り物」として，声明における「講式」や琵琶楽における「平曲 ，能。 」
楽における能の謡い，三味線楽における義太夫があげられる 。このような声の音楽につ30)
いて，小島美子によると 「声中心の音楽が日本音楽の一つの特徴、その中でもプロの芸，
は『語り 」であると捉えられている 。さらに，小島は 「日本人は言葉への執着、意味』 ，31)
」 ， 「 」 ， 。へのこだわりが強い ことによって 日本は 言霊の国 といわれている と述べている 32)
ことだま
本研究で注目している義太夫は 語り物 の音楽であり 近松門左衛門らの浄瑠璃の詞章，「 」 ，
ししよう
を太夫が語ることによってつくりだされる声の音楽である。

















た「礼楽思想」は，茶道の文化において 「和 「敬 「清 「寂」という精神に顕著に反， 」 」 」





「和 「敬 「清 「寂」の精神について，吉川英史によると 「和」には 「調和」とい」 」 」 ， ，
う規範 「敬」には 「敬意」という規範 「清」には 「清浄」という規範 「寂」には，， ， ， ， ，
「 」 。 ，「 」 ， ，静寂 という規範が内在されている つまり 和 は 我が国の伝統音楽において38)
音と音の調和，自然と人間の調和，演奏者と演奏者の調和，演奏者と聴衆の調和に反映さ
。「 」 ， ， 。「 」れている 敬 は 神への敬意 中心となる演奏者への敬意に反映されている 清39 40) )
， 「 」， ， 「 」 「 」 。は 心身の 清浄 および 視覚的な 清浄 と聴覚的な 清浄 に反映されている 41)
「寂」は，時間的な「静寂」と空間的な「静寂」に反映されている 。42)
「和」は 「音楽の美的構成原理」の調和にあらわれている 。つまり 「和」には，協， ，43)
和音と不協和音や急速部分と緩徐部分のような対比がみられず，音と音とが調和している
。尺八の噪音や三味線のサワリという自然を描写した音や音楽には，自然と人間の調和44)
があらわれており ここには静けさがある 長唄の囃子や 合の手 三曲合奏の手事(間， 。 「 」，45)
奏）における「掛合い」には，演奏者と演奏者の調和があらわれており，ここには楽器の
多彩な音色が醸し出す華やかさがある 。また，演奏者と聴衆が一体となって場をつくる46)








































られている したがって 「寂」には，日本人の精神が最も顕著にあらわれている。ここ71) ，
までのことをまとめると，以下の表のようになる。
表 伝統音楽にみられる日本人の精神1
礼楽思想規範 具 体 的 な あ ら わ れ 美
強調さ和 ・ 音と音の調和 音や音楽の構成原理の中に対比がみられない。 静けさ
「 」・ 自然と人間の調和 尺八の噪音，三味線のサワリ れた 和
の 精神・演奏者と演奏者の調和 長唄の囃子「合いの手」, 華やかさ
三曲合奏「手事」における「掛合い」
・ 演奏者と聴衆の調和 演奏者と聴衆が一体となって場をつくる。
滑稽 日本固有敬 神への敬意 神を喜ばせるための音楽を演奏する。・ ,陽性
淡白簡素 の「敬」(奉納音楽) ,
優雅 の 精神・中心となる演奏者への 雅楽の「残楽」
整然敬意 長唄や義太夫における立三味線とツレ三味線
編み直さ清 心身の清浄 「みそぎ」と「はらい」・ 清らかさ
「 」・視覚的な清浄 演奏者の端正な態度，優雅な手さばき 静雅 れた 清
静けさ の精神・ 聴覚的な清浄 尺八の噪音や三味線のサワリ，箏のスリ爪
最も重視寂 ・空間的な静寂 小編成の音楽 (小音量，弱い音の音楽) 静けさ






























。 ， ， ，する そして この日本特有の美の世界を共有することによって 日本人らしさを認識し
日本人としてのアイデンティティを持つようになる。
このような共通精神の中には，先に述べたように，規範的精神が存在していた。主観的



























具体的な楽曲として，雅楽では《越天楽 ，箏曲では《六段の調 《五段砧》と三曲合》 》
奏《四季の眺め ，尺八楽では《鹿の遠音 ，三味線楽では長唄《越後獅子 《小鍛治 《勧》 》 》 》
進帳》と義太夫《三十三間堂 〈木遣りの段〉があげられている 。先に述べたように，》 76)
我が国の伝統音楽のほとんどは声の音楽であったが，文部省が選んだ教材の中で声の音楽
は，三味線楽の長唄と義太夫だけであり，多くの教材が楽器の音楽になっている。









鑑賞共通教材 《六段の調》は，独奏であり 「段物」という純器楽曲に示されていた箏曲 ，
である 。この楽曲は，六つの段から構成されている。初段はゆっくり始まり，段ごと80)











合奏は，箏と三味線，尺八が各１という小編成の音楽である 。 に三曲 鑑賞共通教材84)
示されていた三曲合奏《四季の眺め》は，前唄[春・夏]，手事，後唄[秋・冬]という三部
この「手事物」では，唄と唄の間の間奏，すなわち 「手からなる「手事物」である 。85) ，









とされている 。これまでの論考をふまえると，多数の奏者による音楽には 「和 「敬」89) ， 」
の規範が反映されている。また，長唄では， を助奏小鼓，大鼓，締太鼓，笛による囃子
唄や三味線と調和している 。したがって，鑑賞共通教材としている 。この囃子は，90 91) )
として示されていた長唄《越後獅子》や《小鍛治 《勧進帳》には，唄や三味線，囃子》，






として示されていた 《三十三間堂 〈木遣りの段〉では，妻お柳との別れという平義太夫 》
- 65 -
















三 味 線 長唄《越後獅子》杵屋六左右衛門 華やかさ 和，敬唄や三味線と囃子との調和
楽 長唄《小鍛治》杵屋勝五郎 華やかさ 和，敬唄や三味線と囃子との調和
長唄《勧進帳》四世杵屋六三郎 華やかさ 和，敬唄や三味線と囃子との調和
小編成の音楽(太夫１，三味線１)義太夫 三十三間堂 木遣りの段《 》〈 〉




















我が国の伝統音楽に内在する規範的精神には，日本特有の「和 「敬 「清 「寂」とい」 」 」
。 ， ，「 」う文化的価値があった 子どもは 我が国の伝統音楽に内在する規範的精神にふれ 和



























2008ための健康や体力など のことである 文部科学省 教師用パンフレット新学習指導要領：生きる力」 。 『 』
p.2
3 2008 p.1)文部科学省『中学校学習指導要領解説音楽編』教育芸術社
SONARE 1 1992 p.474)川原浩 人間形成と音楽科 音楽科教育実践講座刊行会編 音楽科教育実践講座 第 巻ニチブン「 」 『 』
1987 p.1185)川原浩「音楽的能力形成と教科」広島大学教科教育学研究会編『教科教育教育学Ⅰ』建帛社
6 59 1989 p.13)川原浩「現代に生きる音楽科教育の本質を考える 『季刊音楽教育研究』 号 音楽之友社」
7 p.7)同上書
)川原浩「人間形成と音楽科」音楽科教育実践講座刊行会編『 音楽科教育実践講座』第 巻8 SONARE 1
1992 p.58ニチブン










15 11 p.4)前掲書 )







19 1994 p.64-73)小島美子・樋口昭・茂手木潔子『日本の音楽』 平凡社
20 1985 p.47)小島美子 日本の古層時代の音楽 藤井知昭編 日本音楽と芸能の源流 日本放送出版協会「 」 『 』
21 2007 p.47)音楽之友社編『日本音楽基本用語辞典』
22 20 p.47)前掲書 )
23 2000 p.192)小泉文夫「尺八とその音楽 『日本の音』平凡社」





29 21 p.77)前掲書 )
) 般に 日本の音楽の声楽の種目の分類指標として 歌い物 と 語り物 が用いられている 歌30 一 ， ，「 」 「 」 。「
」 ，「 」 。 ，「 」い物 は 言葉の意味内容の表出よりも音楽的表現 に重点が置かれている それに対して 語り物
21 pp.12-13は「音楽的表現よりも言葉の意味内容」に重点が置かれている。前掲書 )
























51 1984 p.324)吉川英史「神道音楽 『日本音楽の美的研究』音楽之友社」





















)このような日本特有の美について，大西克礼は 『美学 （弘文堂 ）の中で「東洋的ないし日本72 1976， 』
的美意識を悲壮、幽玄、優婉、あわれ、滑稽、さび」という範疇で捉えている。
『 』 ，《 》 ，73 33 1958 1989)昭和 ( )年から平成元( )年における 中学校指導書音楽編 には 越天楽 などの楽曲を
鑑賞共通教材として含めることと明記されている。
















88 81 pp.74-75)前掲書 )


























。「 」 ， 。 「 」がある 風流 は 悪霊を退散させることを目的として行う芸能である この 風流4)
には，念仏踊り，太鼓踊り，小歌踊り，盆踊り，つくりもの風流，おねりの風流，動物仮
装風流がある 「語り物・祝福芸」は 「叙事的内容をもつ長い歌詞を節にのせて語る芸5)。 ，














。 ， ， ， ，られている 新春には 地域の人々によって 豊作を祈願して田遊びや田植踊 夏には10)
田植歌や田楽，および，雨乞いや厄除けを祈願して太鼓踊や念仏踊が行われている。秋や
， 。 ，冬には 収穫を感謝して神社の舞台において歌舞伎や人形芝居が奉納されている さらに




















瑠璃 徳島県の阿波人形浄瑠璃 神奈川県の相模人形芝居 岐阜県の真桑文楽 三重県の安乗， ， ， ，






























によって 「とうとうたらりたらりあ」という呪文的な詞章が謡われる 。続いて，千歳， 30)
は 「所千代までおわします 「我ら千秋さむろう 「鶴と亀とが齢にて 「幸い心にまか， 」 」 」
祝言の謡いを謡う。その後 鳴るは滝の水日せたり」という今様神歌四句をとりいれた ，「
を 。この千歳の謡いと舞は，小鼓と大鼓によは照るとも」という詞章を謡い，舞 舞う 31)
って囃されている。
次に，笛が奏され，二番叟の翁が，上手から白色尉面を掛けて登場する。翁は，舞台中
の詞章を謡う 両手を大きく横央で 「あげまきやとんどうや」という催馬楽《角総》， 32)。
あげまき



















「 」 ， ， 。この 式三番 の最後の部分の数小節は ゆっくりした速度になり 静かに終わっている
すなわち 「序破急」である。特に 「鈴の段」においては，この打楽器による囃子に，， ，
三番叟が振る「シャンシャン」や「シャンコロシャンコロ」という鈴の音が加わることに
， 。「 」 ， 。よって 祝儀的な雰囲気が醸し出されている 式三番 では 打楽器が重視されている





た人形芝居である 。淡路や阿波では，祭礼において 「えびす舞」が現在も演じられて37) ，
いる 。この「えびす舞」は，特に，漁村において，豊漁，招福を祈願して演じられてい38)
る。御神楽に基づく祈豊の仕形舞であり ，七福神の一人であるえびすが鯛を釣るという39)











（ ， ） 。 ，「 」 ，瑚樹 あるいは 金玉 を釣り上げる そして これは福だ と珊瑚樹をふくさに包み
御殿に持ち帰る。御殿に帰ったえびすは，弁天さんのお酌で酒を頂く。酒に酔って，えび






















。 ， 。 ，演じられている このような習慣は 現在に受け継がれている 徳島市八多町の祭礼では











太夫が語っている義太夫の曲節は 「詞」と「地(地合 「色」という三つに大別さ， ）」，
ことば じ じ あ い いろ
れる 「詞」は，登場人物のせりふの部分である。この部分には，原則的に，三味線が46)。
ついていない 「地（地合 」は，登場人物の心情や行動，および，場の雰囲気を表して。 ）
いる部分である 。この部分には，三味線がついている。太夫によって，緩急をつけて，47)
。 ，音楽的に語られている 大阪弁の高低アクセントに即して旋律ができていることによって
義太夫の特徴が顕著に顕れている 。そして 「色」は，この「地(地合)」や「詞」でも48） ，
ない，中間的なものである。つまり 「色」は 「詞」よりもふしがあるが 「地(地合)」， ， ，
のように旋律的なものでない。主として，この「色」は，主として「地合」から「詞」に
移るところで用いられており，自然でなめらかな流れをつくりだしている 。49)




とが基本とされている 。たとえば，太夫は，世話物《新口村》の「クドキ」では 「大50) ，
坂」という言葉を 「おおーざか」というように 「おお」と「ざか」と二文字ずつ語っ， ，
ている 。51)
「 」 ， ， ，高低アクセント とは 先に述べたように 日本語が持っているアクセントのことで
義太夫では，江戸時代中期以後の大阪弁のアクセントが基本になっている 。特に 「地52) ，
（地合 」の部分は，この大阪弁のアクセントに即して忠実に節付けがなされている 。） 53)













いる。たとえば，三味線弾きは 「運び」を意識しながら 「け」と「え」の坪を交互に， ，
押さえて「チチチチチチチチ」と速く弾くことによって，登場人物の悲しみの心情を表し
ている。また，三味線弾きも，太夫と同様に 「音遣い」を重要している。たとえば 「チ， ，
おんづか





， ， ， 。人形浄瑠璃の上演に際し 太夫と三味線弾と人形遣いは 神社本殿において 斎戒する
その後，神社の境内にある農村舞台において，人形遣いによって，初めにツケが打たれ，












。 ， 「 」 「 」 。祈願して演じられている 人形浄瑠璃は この 式三番 や えびす舞 に付随している
第三項 地域の人形芝居の中にみられる精神的な規範と特性
( )地域の人形芝居の音楽的な特徴1
地域の人形芝居には 「敬」と「清 「寂」という規範が顕著に反映されている 。つ， 」， 59)








「 」 「 」 ， 。 ， ，式三番 における 清 は さまざまな場面で確認される 演奏前に 演者が斎戒し
心身を清めるということにあらわれている 。演者が黒衣を着用して端正な態度で演じる60)





















「 」 「 」 ， 。 ，えびす舞 における 清 は 打楽器を奏することに顕著にあらわれている つまり












っている。太夫が「音価 「高低アクセント 「音遣い 「運び」を意識しながら，情を語」 」 」















このような「敬」や「清 ，および 「寂」が反映されている人形浄瑠璃には，悲哀と」 ，

















形 清 特に，太夫の語り 悲哀
， 「 」「 」 。浄 人形浄瑠璃を鑑賞し 泣くことによって みそぎ はらい になる




以上のように，地域の人形芝居には 「敬 「清 「寂」という規範が内在されている。， 」 」
















































地域の人形芝居に内在する規範的精神には 「敬」と「清 「寂」という文化的価値が， 」，





























「式三番」と「えびす舞」には 「敬」と「清」という規範が内在していた 「式三番」， 。



















7 2 pp.847-848)前掲書 )
8 6 p.146)前掲書 )
9 pp.145-146)同上書















20 15 pp.183-203)前掲書 )
21 18 pp.10-12)前掲書 )
22 1972 pp.24-52)新見寛次『淡路の人形芝居』角川書店
23 pp.24-54)同上書
24 15 p.183)前掲書 )






4 1955 p.138るという説とがある 高橋澄子 三番叟の祝義的気分と 翁 の成立 日本文学 日本女子大学。 「 『 』 」『 』




。 『 、 』れている ジェーンマリー・ロー著 齋藤智之訳発行 神舞い人形淡路人形伝統の生と死 そして再生
2012 p.269
「 」 ， ， ， 。33) 揉みの段 では 三番叟は 黒色尉面を掛けていない状態で舞っており 自ら露払いをしている
34 14 p.519)前掲書 )
35 1983 pp.600-601)本田安次「民俗芸能の諸問題 『民俗芸能の研究』明治書院」
)久保信男「式三番の楽の民族音楽学的研究( )―囃子方の楽からみた式三番の構成について― 『信36 1 」




11 2013 pp.41-46第 号
39 14 p.62)前掲書 )
40 p.65)同上書




44 1987 pp.70-72)吉川英史『日本音楽の性格』 音楽之友社
)徳島では「式三番」は 「式三番叟」と称している。45 ，

















62 14 pp.511-514)前掲書 )
63 2 p.600)前掲書 )
64 1984 pp.317-318)吉川英史「神道音楽 『日本音楽の美的研究』 音楽之友社」
65 2 p.600)前掲書 )
66 64 pp.322-323)前掲書 )
67 pp.324-325)同上書
)吉川英史は 『日本音楽の性格』の中で 「日本人が掘り下げて達する境地は『簡素』である」と述68 ， ，
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べている。前掲書 ) また，三宅襄は，能は「究極は表現の節約簡素化にあり、それによって44 p.109,
幽玄至上の情趣を舞台に醸すのを目的とする」と述べている。三宅襄「能の象徴性 『能楽入門』」
1952 p.11創元社
69 1993 pp.19-23)増田正造「逆説の構造 『能の表現』中公新書」
70 44 p.71)前掲書 )
71 64 pp.318-319)前掲書 )
72 p.318)同上書
73 pp.324-325)同上書




























































って，子どもは，音楽の授業において 「式三番」や「えびす舞 ，人形浄瑠璃という地， 」













， ， 。 ，したがって 阿波人形浄瑠璃は 淡路人形浄瑠璃と同系の芸態である 永田衡吉によると
人形浄瑠璃の伝承地は，全国に 箇所あり，そのうちの 箇所が廃絶し， 箇所が現141 83 58









阿波で人形浄瑠璃が最も栄えたのは，天保年間( ～ )から明治 ( )年頃で1830 1844 20 1887

















明治 ( )年頃には，個人の家や神社において，ほぼ毎晩，素人義太夫浄瑠璃会が開30 1897





戦後 昭和 ( )年の阿波人形浄瑠璃振興会の設立をきっかけにして，人形浄瑠璃, 22 1946
1989 50は 徐々に活気を取り戻していった 特に 平成時代( ～)になってから 今まで， 。 ， ，16)
年近く使われていなかった農村舞台，たとえば，拝宮や鎌瀬，今山の農村舞台は，地域の
人々の手によって修復され，次々と復活公演を行なっている。この復活公演では 「えび，
す舞」や「式三番叟」 《傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉などの時代物 《壺坂観音霊17)， 》 ，
験記 〈沢市内の段 〈山の段〉などの世話物が演じられている。また，拝宮農村舞台公》 〉





















つまり，阿波の人形の頭は 寸，文楽の人形の頭は 寸である 。阿波の人形が巨大化し6 4 21)
た時期は，福本博によると，明治 ( )年頃とされている 。その要因は，観客が増10 1877 22)
加したことに対応して，人形師の初代天狗久らが，明治中期に，後席の観客にも人形の動





。 ， ，《 》 《 》，《 》，きをする したがって 阿波では 傾城阿波の鳴門 や 伽羅先代萩 絵本太功記25)
《一谷嫩軍記》という時代物が好まれていたのである。
また，阿波人形浄瑠璃の特徴として，太夫の語る声が大きいことがあげられる 。つま26)
， ， 「 」り 野外において時代物が多く上演されることによって 阿波の太夫は大きい声( 座声
ざ ご え
といわれている)で語らなければ後席の観客にまで「情を伝える」ことができないのであ












人形浄瑠璃には 「敬」と「清 「寂」という規範が内在されていた 。そして，ここ， 」， 30)


























が 「コレ千松 よう死んでくれた 出かした 出かした 出かしゃったな (中略)手詰，






























































































1 1983 pp.160-203)永田衡吉「全国人形芝居系譜・総覧 『生きている人形芝居』錦正社」
2 1994 pp.356-363)永田衡吉「淡路人形・阿波人形 『改訂日本の人形芝居』錦正社」
3 1 p.155)前掲書 )








12 1974 p.172)金澤治「人形芝居 『日本の民俗 徳島』第一法規」
13 7 pp.817-818)前掲書 )
14 p.798)同上書
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15 7 1982 p.81)久米惣七「阿波の浄瑠璃人形」石躍胤央・高橋啓篇『徳島の研究第 巻民俗篇』清文堂
16 9 pp.97-100)前掲書 )
叟」と称している。17)徳島では 「式三番」を「式三番，




21 2 p.373)前掲書 )
22 7 p.827)前掲書 )
23 15 p.49)前掲書 )
)この技法は 「鉄砲差し」と称されている。24 ，
25 5)阿波人形浄瑠璃《絵本太功記》における光秀の動作に顕著にみられる。補足資料
26 1 p.373)前掲書 )
27 1999 p.55)西角井正大「阿波人形浄瑠璃」福田アジオ他編『日本民俗大辞典』上巻 吉川弘文館
28 1 5 8 10)補足資料 ～ ， ～
29 6)補足資料
)本文第三章第一節第三項( )の )30 1 3
31 2013 pp.82-92)大和武生監修 藤原若水発行『阿波の浄瑠璃本』政岡忠義の段の頁
32 8 10)補足資料 ～















, 2徳島縣教育會 (以下 教育会と記す は 義太夫を社会教育の観点から吟味して 大正1) ） ， ，

















ること」という記載がある。さらに，明治 ( )年に「戊申詔書」が渙発され，民風41 1908
の改良に努力することが特に為政者や教育者に要請されていた。そして，明治 ( )44 1911
年には，文部大臣のもとに「通俗教育調査委員会」が設置され，全国で通俗教育［社会教
育 に関する調査が行われていた このような社会状況の中で 教育会は 明治 ( )］ 。 ， ， 43 1910
年 月に社会教育調査委員会規則を制定し，当時の県師範学校や女子師範学校などの校11
長，県事務次官，県視察官ら 名を調査委員に任命し，通俗教育［社会教育］として義太8
2 1913 4 1 4夫に関する調査に着手した そして その調査結果を 大正 ( )年 月 日 同年。 ， ， ， ，
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第一種の個々の作品の筋書きと所見 ～ ［改頁］p.1 p.68















見，附録から構成されている。そして，最初の部分は 頁，真ん中の部分は 頁，最25 147
後の部分は 頁あり，合計 頁となっている。12 184




， 。 ，凡例では 義太夫調査の経過と第一種から第四種の判断基準が示されている 第一種は
「社会教育の資料として裨益ありと認めたるもの」 ，第二種は 「社会教育の資料として8) ，
第一種に亞ぎ何人をして聴かしむるも、多少の裨益こそあれ、殆ど弊害なかるべしと認め
たるもの」 ，第三種は 「社会教育の資料としては多少の欠点を含み、裨益する所少しと9) ，
雖も、思慮ある者をして聴かしめば敢えて弊害なかるべきも思慮なき者をして聞かしむれ





おり，第一種として 種［作品 ，第二種として 種，第三種として 種，第四種とし50 48 39］
て 種が列記されている 。そして，それぞれの種に属している外題，および，年代や35 12）
作者名が記述されている 。13）
第一種の作品には 《伽羅先代萩 〈竹の間の段 〈政岡忠義の段 《菅原伝授手習鑑》， 》 〉 〉，
めいぼくせんだいはぎ すがわらでんじゆてならいかがみ
〈松王屋敷の段 〈寺子屋の段 《一谷嫩軍記 〈熊谷陣屋の段 《仮名手本忠臣蔵 〈判〉 〉， 》 〉， 》
いちのたにふたばぐんき かなてほんちゆうしんぐら
官切腹の段 《奥州安達原 〈宗任物語の段〉などがあげられている 。特に，先に例示〉， 》 14)
おうしゆうあだちがはら
した《伽羅先代萩 〈政岡忠義の段〉に関しては 「政岡の忠烈は云はずもがな、千松と》 ，
めいぼくせんだいはぎ
鶴喜代とが殊勝なる言々句々、皆これ武士道の発露たり」と記述されている 《菅原伝15)。
授手習鑑 〈松王屋敷の段〉では 「殊に小太郎が小児ながら喜んで身替わりとならんと》 ，
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する衷情は忠孝一本てふ日本道徳の好範なり」と記述されている 。16)
第二種の作品には 《仮名手本忠臣蔵 〈勘平切腹の段 〈桃の井館の段 ，， 》 〉 〉
《恋女房染分手綱 〈重の井子別れの段 《傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段 《卅三所壺》 〉， 》 〉，
こいにようぼうぞめわけたづな
坂霊験記 〈壺阪寺の段 《絵本太功記 〈妙心寺の段〉などがあげられている 。特に，》 〉， 》 17)
《仮名手本忠臣蔵 〈勘平切腹の段〉では 「勘平が死して忠義の鬼となり、極点仇討の》 ，
御供をせんといふ誠忠」と記述されている 。また 《傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉に18) ， 》
関しては 「おつるが海を渡り、山を越えて父母を尋ぬる可憐の情と母お弓が子に対する，
慈愛の情」と記述されている 。19)
第三種の作品には 《絵本太功記 〈尼ヶ崎の段 《艶姿女舞衣 〈酒屋の段 ，， 》 〉， 》 〉
はですがたおんなまい
《碁太平記白石噺 〈新吉原揚屋の段 《摂洲合邦辻 〈合邦内の段 《生 写 朝 顔 話》》 〉， 》 〉，
ごたいへいきしらいしばなし しよううつしあさがおばなし
〈宿屋の段 《御所桜堀川夜討 〈弁慶上使の段〉などがあげられている 。特に 《碁〉， 》 ，20)
ごしよざくらほりかわようち
太平記白石噺 〈新吉原揚屋の段〉では 「揚屋の亭主宗六の義侠等採るべきものあれど》 ，
も（中略）前半に下流界の状態を写すことあまり露骨に過ぎて、青年を愆るものあらんを




第四種の作品には 《本朝二十四考 〈十種香の段 《新版歌祭文 〈野崎村の段 ，， 》 〉， 》 〉
マ マ しんぱんうたざいもん









大正 ( )年 月 日に発行された 義太夫調査書 は 同年 月に発行された 義2 1913 7 22 4『 』 ， 『
太夫調査書』よりも明確に，教育会の見解が表明されたものとなっている。つまり，教育
会は， 月 日と 月 日に発行した『義太夫調査書』を一部加筆修正し 「結論」と捉4 1 4 30 ，
えられる附録の部分を付け加えることによって，義太夫に関する自らの考えを一層明確に
表明した調査書を作成した 。26)












































鑑 〈寺子屋の段〉や《伽羅先代萩 〈政岡忠義の段〉などの 種［作品］があげられて》 》 50
いた 。この 種には，主として 「忠」や「孝」という徳目が盛られている 。たとえ36 37) )50 ，
ば 「忠」に関する徳目には 「忠烈 「忠義 「忠勇義烈 「誠忠 「忠実」などがある 。， ， 」 」 」 」 38)
「孝」に関する徳目には 「孝道 「孝行 「孝養 「孝行義心 「孝心 「孝行」などがあ， 」 」 」 」 」
。 ，「 」「 」「 」 。 ， 「 」る さらに 忠孝 忠孝節義 忠孝慈偵 などもある そして このような 忠39 40) )
や「孝」という徳目が内在している作品には「武士道の発露 「大和魂の発露 「大和魂」 」
の趣く處 「義理と人情と衝突する場合、武士道のある所義理は常に人情に克つ」と記述」
されている 。このように，教育会は 「忠」や「孝」という徳目が盛られた作品を社会41) ，
教育上有益な教材として捉えていた。つまり，これらの作品には日本人の普遍的な精神が
内在しており，教育的価値が高いものとして捉えていたのである。
48第二種では，第一種に準ずるものとして 《傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉などの， 》
種があげられていた 。この 種にも 「忠」や「孝」という徳目が盛られている 。た42 43) )48 ，
， 「 」 ，「 」「 」「 」「 」 。とえば 二種における 忠 に関する徳目には 忠義 忠節 忠貞 忠勇 がある 44)
「 」 「 」 。 ，「 」「 」「 」「 」「 」「 」孝 に関する徳目には 孝心 がある また 節烈 誠 仁義 義 義貞 愛45)
「廉潔正義」などもある 。しかしながら，この第二種には 「軟弱 「猥褻 「花流に関46) ， 」 」
する 「忌むべきものあり 「荒唐無稽 「卑劣の行為」という記述がある 。たとえば，」 」 」 47)
《仮名手本忠臣蔵 〈桃の井館の段〉には 「軟弱の語句あり最上のもののはあらず」と》 ，
記述されている 。このように，第二種のものは，教育上好ましくないものが部分的に含48)
まれているが 「忠 「孝」に関する徳目が盛られていることから，教育会によって教育， 」
上多少役立つものと捉えられていたのである。
第三種では 《艶姿女舞衣 〈酒屋の段〉などの 種があげられていた 。しかし，こ， 》 39 49)
はですがたおんなまい
， 。 ，こでは個々の作品の筋書きにはふれず 全体的な所見だけが述べられている 教育会は50)
第三種に属する作品を，あまり評価していないということである。
ここでは 「非理を教ふることになる 「軟弱卑猥 「残酷 「下流界の痴態を写すこと， 」 」 」
露骨に過ぐ などの記述が多くある たとえば 絵本太功記 尼ヶ崎の段 には こ」 。 ，《 》〈 〉 ，「51)
の段亦軟弱に亘る語句あり」と記されている 《碁太平白石噺 〈新吉原揚屋の段〉には52)。 》
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「下流界の状態を写すことあまりに露骨すぎて、青年を誤るものあらんを懼る」と記述さ





。 ， 。ある それゆえに 教育会は第三種を社会教育の教材として適さないものとして排斥した




すべきものなりと信ず と記述されていた つまり 傾城恋飛脚 新口村の段 や 新」 。 ，《 》〈 〉 《56)






























































































えば，徳島市八多町の祭礼では，毎年 月 日に，五王神社境内にある犬飼農村舞台(国11 3
いぬかい











とえば，徳島市八多町の祭礼では 《傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉を鑑賞することに， 》
よって，農村地域の繁栄や住民の幸福を祈願するという感情を共有する。特に，地域の人































































たとえいつまでかかってなと たずにょうと思うけれど 悲しい事は一人旅じゃてて ど
この宿でも泊めてはくれず 野に寝たり山に寝たり 人の軒の下に寝ては たたかれた
り」 という部分を鑑賞させ，模倣して語らせることによって，お鶴の感情の様態にふれ76)
させることになる。特に，ここでは 「たたかれたり」という語り方に注目させ，お鶴の，
心情を理解させることになる。その結果，子どもは 「たー 「たー 「たたかれたりー」， 」 」
と語り，お鶴の非常に辛い心情にふれるようになる。そして，親への情愛という人間感情
のイメージを持つようになる。
さらに 「怖い事や悲しい事も 父さんや母さんと一緒にいたりゃ こんなめには逢う，







また 「コレ もう去にやるか 名残が惜しい 別れとむない コレ今一度顔をと 引，
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き寄せて みればみるほど胸せまり 離れがたなき憂き思ひ それと知らねど誠の血筋
名残りおしげに ふり返り どこをどうして尋ねたら 父さんや母さんに会われることぞ
あわしてたべ 南無大悲の観音様」 というサワリの部分を，子どもに鑑賞させ，模倣78)
， 。 ， ，して語らせることによって お弓の感情の様態にふれされることになる 特に ここでは
「ひきよせ」という語り方に注目させ，お弓の心情を理解させることになる。その結果，


















， 。 ，を通して 他人の立場や気持ちを察することの大切さに気づくことが可能になる そして
学級集団の中で，子どもは，自己の利己的な心を押さえ，互いに支え合い，助け合おうと
する心を大切にするようになり，その結果として，絆が深まっていくことが期待される。





















璃《傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉を鑑賞することを通して 「侍の家に生まれた十郎》 ，
兵衛殿 盗賊となり果てしも 国次の刀詮議の為 重い忠義に軽い命捨つるは覚悟」 と80)
いう場面から 「忠」という規範にふれる。さらに 「折角長の海山越えかん難して あ， ，
こがれ尋ぬる愛し子に 不思議と会いは会いながら 名乗らでいなす母が気はどのように
あろうと思う 狂気半分半分は死んでいるわいの まだ生い先のある子をば親ゆえ路頭に
立たすかと そのままそこに どうと伏し消え入るばかり歎きしが」 という名乗らなっ81)
たことを悔いるお弓の辛い心情を表す「クドキ」の場面から 「清」の規範にふれる 「コ， 。
レ もう去にやるか 名残が惜しい 別れとむない コレ今一度顔を」 という親子の別82)































考察した。特に，第一節では 『義太夫調査書』( )に注目し，第二節では，これまで， 1913
の論考をふまえて，子どもの人間形成に関わる阿波人形浄瑠璃の精神的価値について論究
した。その結果，以下のことが明らかになった。
『 』 ，「 」 ，義太夫調査書 では 忠孝信義節義廉恥 という徳目が盛られたものが社会教育上
有益なものと判定されていた。特に 「忠」や「孝」に関する徳目が最も価値が高いもの，






























84 1904 2を図る」ことであった。徳島縣教育會「徳島縣教育會の沿革 『阿波國教育會雑誌』第 号 ，」




12 2011 pp.219-231研究科『教育実践学論集』第 号
)神河庚蔵『阿波國最近文明史料』(復刻版) 臨川書房 (初版 )3 1973 p.753 1915
4 2 pp.219-231)前掲書 )









)同上書 [改頁]，補足資料 参照14 pp.1-68 11
15 p.3)同上書
16 p.12)同上書
)同上書 ，補足資料 参照17 pp.69-133 11
18 p.81)同上書
19 p.72)同上書
)同上書 ，補足資料 参照20 pp.135-146 11
21 p.138)同上書
22 p.138)同上書
)同上書 ， 補足資料 参照23 p.147 pp.23-25 11
24 p.147)同上書
)同上書 [改頁]25 pp.1-12
26 2 pp.221-228)前掲書 )





























)徳島縣教育會「第四種 『義太夫調査書』 発行版 ， 補足資料 参照55 1913.7.22 pp.11-25 p.147 11」
56 p.147)同上書

















69 66 p.93)前掲書 )
70 67 p.98)前掲書 )
71 66 p.93)前掲書 )
72 67 p.98)前掲書 )














































， 。 ，お鶴は 非常に辛い思いをしながら親探しをしている状況を話す それを聞いたお弓は


































じゆんれい ご ほ う し や くに お じゆんれいしゆ
「國はいづく」と、尋ねられ 「アイ國は阿波の徳島でござります」。
たず あ わ とくしま
「ムヽ何じゃ徳島、さてもそれはマアなつかしい、わしが生まれも
なん さ つ て も
阿波の徳島、 そして父様や母様と一所に順礼さんすのか」
ととさん かかさん いつしよ じゆんれい
「イエイエ 其父様や母様に逢ひたさ故、 それでわし一人西國するので






そのおや な なん ゆ う のお
アイ 父様の名は十郎兵衛、母様はお弓と申します」
ととさん な じゆうろべ（え） か か さ ん な お ゆ み
と聞いてびっくり、 アア、コレコレ、
アノ父様は十郎兵衛、母様はお弓、三つの年に別れて、








もと か く ご み い わ
までどんな憂き目がかかるやら、それを思えばなま中に名乗立てして憂き
う なか な の り だ う





オ よ お た ず ね
、 、 、 。出やしやったのお その親達が聞いてなら さぞうれしうて うれしうて








「 、 、 、イエイエもったいない 何の憾みましょう うらむることはないけれど
なん うら
小さいとき別れたれば、父様や母様の顔も覚えず、よその子どもしゅが、
わか ととさん かかさん かお
母様に髪結ふて貰うたり、夜はだかれて寝やしゃんすを見ると、わしも母
かかさん か み ゆ も ろ お
様があるなら、あのように髪結ふて貰はう物と羨やましうござんす、










う よ たず ところ おやたち
逢はれぬ時は詮ない事、もう尋ねずと國へ住んだがよいわいの」
あ わ とき せん い
注目させる第二の場面
「イエイエ 恋しい父様や母様、たとえいつまでかかつてなと、
か か つ て
たずねようと思うけれど、悲しいことは一人旅じゃて、どこの宿でも
た ず に よ お じ や て て やど
泊めてはくれず、野に寝たり、山に寝たり、人の軒の下に寝ては、
の ね のき した ね
、 、 、叩かれたり 怖いことや悲しいことも 父様や母様と一所にいたりゃ
たた こわ かな ととさん かかさん いつしよ
こんな目には逢ふまいものを、どこに どうしていやしやんすぞ、
い や し や ん す ぞ
逢ひたいことじゃ、逢ひたいことじゃ、逢ひたい」と、
あ い こ つ ち や こ つ ち や あ い た ぁ ー い
わつと泣き出す娘より、見る母親はたまりかね。
わ ー と な み ははおや
「オヽ 道理じや可愛やいじらしや」と、我を忘れて抱き付き、前後正体




こころざ かね ろ ぎ ん はよ い に や ぁ
必ず必ず煩ふてばしたもんな」と、 銀を渡せば押し戻し。
わずら か ね わた お もど
「 、 、うれしゅうござんすれど 銀は小判というものをたんと持つております
こ ば ん たぁーん
そんならもうさんじます、かたじけのうござります」と、
泣く泣くたつを引きとどめ無理に持たしてちり打ち払い。
な な う はら
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注目させる第三の場面
、 、 」「コレ もう去にやるか なごりが惜しい別れとむない 今一度顔を
も お い お ま い ち ど
と、 引き寄せて、見れば見る程胸せまり、離れがたなき憂き思ひ。
ほどむね お も い
それと 知らねど誠の 血筋、名残りおしげにふり返り、
まこと ち す じ
「どこをどうして尋ねたら、父様や母様に 逢はれることぞ、
ととさん かかさん あ わ
逢はしてたべ、南無大悲の観音様」
あ わ し て な む だ い ひ の か ん の ん さ ま
父母の めぐみも深き 粉河寺（歌）
ふか こ か わ で ら
「コレ娘、 ま一度こちら向いてたも」折角長の海山越え、艱難して
せつかくなが う み や ま こ かんなん
あこがれ尋ねるいとし 子に、不思議と逢ひながら、名乗らで退す
あ い な の いな
、 、 、母が氣は どのようにあろうと思ふ 狂気半分半分は死んでいるわいの
き お も お
まだ長生のある子をば、親ゆえ路頭にたたすかと、







、 、 、ならぬ身の上 たとえ難儀がかからばかかれ またそのときは夫の思案
な ん ぎ おつと し あ ん
程はゆくまい追付いて、 つれて戻ろう、オオそうじゃ、そうじゃ」と
ほど お つ つ もど
子に迷ふ、道は親子のわかれ道、 跡をしたうて尋ね行く。







平成 （ ）年と平成 ( )年に「阿波人形浄瑠璃伝承教室 ，平成 ( )年19 2007 20 2008 21 2009」
から平成 ( )年までは「夏の義太夫教室 《傾25 2013 」（講師は両講座ともに竹本友和嘉）に参加し，
22 2010 4 26城阿波の鳴門 順礼歌の段 の語りを体験した さらに 平成 ( )年 月から平成》 〉 。 ，〈




最初に，本章第一項で示した注目させる三つの場面に 「詞 「地（地合 「色 「節」， 」 ）」 」
ことば ふし




次に，登場人物の「情を語る」上で重要とされていた「音価 「言葉の抑揚 「音遣い」」 」
「運び」という要素に注目しながら検討する。つまり，音楽の授業で，生徒に注目させる
， ， ，「 」 ， ，三つの場面を 音の長短 音の上げ下げ 音 のかけ方 太夫の声と三味線の音の音色
おと おん
速度や強弱の変化という観点から，吟味する。そうすることによって，音楽の授業におい







詞 そのおや な なん ゆ う
「アイ父様の名は十郎兵衛 母様はお弓と申します」
詞 ととさん な じゆうろうべ（え） か か さ ん な お ゆ み
と 聞いて びっくり
地ハル ウ
「 、 、 、 、 、アア コレコレ アノ父様は十郎兵衛 母様はお弓 三つの年に別れて




フ シ ハル ひたい
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ヤレ 我 が子か、 なつかしや といはんとせしが、イヤ待て しばし
地ハルウ 中
この場面は 「詞 「地(地合)」を含む「詞 「地(地合)」という三つから成り立って， 」， 」，
いる。
シテ其親たちの名は 何といふこの「詞」には，お弓とお鶴のものがある。つまり，「
詞 そのおや な なん ゆ う
ぞいの うのは，お弓の「詞」であり 「アイ父様の名は十郎兵衛 母様はお弓と」とい ，






「詞」の中で 「疑いもないわが娘」という詞章は 「地（地合 」である。， ， ）
地ウ むすめ
また 「地(地合)」は 「と 聞いて びっくり」と「 見れば見るほどおさな顔、 見， ，
地ハル ウ フ シ ハル





ア対して お弓の 詞 は 中音で語られている たとえば 現在の徳島では 太夫は， 「 」 ， 。 ， ， ，「
詞
」というお鶴の「詞」を，高音で，まっイ父様の名は十郎兵衛 母様はお弓と申します
ととさん な じゆうろうべ（え） かかさんなおゆみ
すぐ語っている 」というお弓の「詞」を，中音。「シテ其親たちの名は 何といふぞいの
詞 そのおや な なん ゆ う




よって 「お 「な 「の」という張られた言葉の音高は，少し高くなっている。， 」 」
「地(地合)」を含む「詞」は，太夫によって，中音と低音で語られている。つまり，太
アア コレコレ アノ父様は十郎兵衛 母様はお弓 三つの年に別れて ばば様夫は，「 、 、 、 、 、
詞 とうさんなじゆうろうべ（え） かかさんなおゆみ さん







る部分とがある。つまり 「 」という詞章は，太夫によって，写実， と 聞いて びっくり
地ハル ウ











， 「 」「 」「 」「 」に 登場人物の情を表現する上で重視されていた 音価 言葉の抑揚 音遣い 運び
という要素に注目すると，以下のようになる。





太夫によって 「みればアーアーア みるほオど おさなアがアお 「まてエーエー し， 」
イばアアアアー あ～～（泣く）アし―」と語られている 。11)







くしま」という詞章は 「と」を低くし 「くしま」と少し高くして語られている。した， ，
がって，お鶴の「詞」は，徳島の子どもにとって，馴染みやすい。
「音遣い」では 「待て しばし」という詞章は，太夫によって 「音」をかけて語ら， ，
中 おん
れている つまり 太夫は この 待て しばし という詞章を 先に述べたように ま。 ， ， 「 」 ， ，「
中
てエーエー しイばアアアアアーあ～～（泣く）アし―」と，産字を使って，エやアとい
う母音の音色を変化させながら語っている。ここでは，特に 「まてエー 「エー」と旋， 」








「運び」では 「 」という詞章は，太夫によって，速く語られて， と 聞いて びっくり
地ハル ウ
アア コレコレ アノ父様は十郎兵衛 母様はお弓 三つの年に別れて ばば様いる。「 、 、 、 、 、





」という部分は，少しゆっくり語られている 「 」とわが娘 見れば見るほどおさな顔。
















(い)太夫 と きいてびっく り
地 合 地ハル ウ
チンチン三味線
(わ)(ね)










み る ほ ど お さ な ア が ア お太夫 みればアアアー
フシ ハル
三味線 チチンチン チテン チン テンツゥン
(わ） (かい) (わ) (いか) (つつ)
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みおぼえのある ひたいのほくろ ヤレ わ がこか なつかしや太夫
地ハルウ
チン チン チンチン チン チン三味線
(わ) (つ) (つ)（ゐつ） （ゐ）
と いわんとせしがアー (イヤ) まてエー エー太夫
三味線 テテン チン
(けけ) (け)
し イ ば ア ア ア ア ー あ～～ ア し太夫 （泣く）
中
チン チチテン チィン トントン ツゥン トン テツツン トントントンジャン三味線 ツトン






」ろべ かかさんなおゆみ みっつのとしにわかれて ばばさんにそだてられていたとは
というお弓の 詞 の後に 一の糸の開放絃で トン と弾いている 太夫は この ト「 」 ， ，「 」 。 ， 「
ン」を聴いてから 「 マ うたがいもない わがむすめ」という「地(地合)」の詞章を，，
地 合 地ウ
語りだしている。このように，太夫の声と声の間に三味線の音が一音挿入されることによ
って 「詞」から「地（地合 」にスムーズに移っている。， ）




たいのほくろ という部分は 太夫によって速く語られている このように 三味線の チ」 ， 。 ， 「
チン」という音によって，太夫の語る速度が緩から急に変わっている。それによって，こ
の場の雰囲気が変化している。
また，三味線弾きは 「と いわんとせしがアー」の後に 「テテン」と，強い音で弾い， ，
ている。さらに 「まてエ― エー」という後にも，強い音で「チン」と弾いている 「し， 。
イ」という後にも「チン」と弾いている。そして，三味線弾きは，太夫の「しイばアアア
アアー」という声とつかずはなれずに 「チンチチテンチィントントン」と弾いている。，
ここでは，特に 「と」から「わ」に「スル」ことによって 「チィン」という余韻が生， ，
じている。このような三味線の音や旋律には，名乗りだてする気持ちを抑えようとするお
。 ，「 」 「 」 ，弓の心情が表現されている この場面は トントントンジャン という フシ落ち で










詞 か か つ て
うと思うけれど、悲しいことは一人旅じゃて、どこの宿でも泊めては




こわ ととさん かかさん いつしよ
逢うまいものを、どこに、どうしていやしゃんすぞ、
逢ひたいことじゃ、逢ひたいことじゃ、逢ひたい」と
あ い こ つ ち や こ つ ち や 地色




詞 か か つ て
なと、たずねようと思うけれど、悲しいことは一人旅じゃて、どこの宿でも泊めてはく
じ や て て やど
れず、野に寝たり、山に寝たり、人の軒の下に寝ては、叩かれたり 怖いことや悲しい
の のき たた こわ
、 、 （ ［ ］）、ことも 父様や母様と一所にいたりゃ こんな目には 逢うまいものを あ～ 泣く
ととさん かかさん いつしよ
」どこに、どうしていやしゃんすぞ、逢ひたいことじゃ、逢ひたいことじゃ、逢ひたい
あ い こ つ ち や 地色
である。これは，お鶴の「詞」である。





、 、 、 、様 たとえいつまでかかつてなと たずねようと思うけれど 悲しいことは一人旅じゃて
か か つ て じ や て て
どこの宿でも泊めてはくれず、野に寝たり、山に寝たり、人の軒の下に寝ては、叩かれ
やど の のき たた
たり 怖いことや悲しいことも、父様や母様と一所にいたりゃ、こんな目には 逢うま










あ い こ つ ち や こ つ ち や
語っている。さらに，この「 」という詞章は，太逢ひたいことじゃ、逢ひたいことじゃ












えば，現在の徳島では，太夫は 「わ――」という詞章を 「ゥわァ――」と，息で語っ， ，
ている。そして 「 」という詞章を，中音で，歌うように， 泣き出す娘より、見る 母 親は
地ハルウ




次に 登場人物の情を表現する上で重視されていた 音価 言葉の抑揚 音遣い 運， 「 」「 」「 」「
び」に注目すると，以下のようになる。
この場面における「音価」では 「 」と「 」という詞章の「音価」が，， 逢ひたい わつと
地色 ハル
長くなっている。つまり，太夫によって，先に述べたように 「あいた――い 「ゥわァ， 」
――と」と，語られていた。一方 「 」という詞章， 逢ひたいことじゃ、逢ひたいことじゃ
あ い こ つ ち や
の「音価」は，短くなっている。つまり，太夫は，先に述べたように 「あいたいこっち，
ゃ あいたいこっちゃ」と，つめて語っていた 「たまりかね」という詞章も 「音価」。 ，
が短くなっている。つまり，太夫は 「たまりかね」と，速く語っている。，
「言葉の抑揚」では，この場面も大阪弁のアクセントに基づいて，太夫によって語られ
， ，ている そして ハル 地ハルウ という節章が付いている言葉には。 ，「 」「 」 太夫によって









「音遣い」では，お鶴の「詞」の「 」という詞章は，太夫によって 「音」叩かれたり ，
おん
がかけられている。つまり，太夫は 「たー たー たたかれたりー」と語り，特に，二，
回目の「たー」の音高を少し上げて，泣いているような声で語っている。したがって，一
回目の「たー」と二回目の「たー」には，音高と音色の違いがある。







「運び」では，先に述べたように 「どこの 「どこに」という詞章は，ゆっくり語ら， 」





「 イエイエ こいしいととさんやかかさん たとえいつまでかかってなと太夫
詞
三味線




ひとののきのしたにねては たー たー たたかれたり太夫
チィン チィン チチチチチチチチチンチンチンチン三味線




こんなめにはおおまいものを ど こ に どおしていやしゃんすぞ太夫
三味線
あいたいこっちゃ あいたいこっちゃ あいた――い」 と太夫
地色
チィン チィン チンチンチンチンチン チチ三味線
(ゐ) (ゐ) （ゐ （ゐ （ゐ （け （ゐ） （け （ゐ）） ） ） ） ）
ゥわァ―― と なきだすむすめより ・・・太夫
ハル
チチン チチン チチ チ チチ チチチ（合間）三味線
(け)（け） (つ) (つ) （つ （わ） (つ) (ゐ)( け) (ゐ)(つ)(わ)）
みるははおや は たまりかね太夫
地ハルウ
チチ チ チ チ チンチン三味線
(つ)(つ) (つ) (わ) (つ) (ゐ) (つ)
このように 「叩かれたり」という詞章において 「たー」の声の後に 「チィン 「た， ， ， 」，
たた
ー」の声の後に 「チィン」という三味線の音がある。つまり，三味線弾きは 「ゐ」の， ，
勘所を押さえている指を小さく揺って，余韻を生じさせている。さらに，三味線弾きは，
「 」 ，「 」「 」たたかれたり という声の後に チチチチチチチチ と速く弾き チンチンチンチン
このような音には，お鶴の深い悲しみがと次第に遅く［リダルダンド］して弾いている。
表わされている。
また 「地（地合 」において，三味線弾きは 「ゥわァ――と」いう太夫の声の後で，， ） ，
ハル
「チチン」と，強く［フォルテ］弾いている。さらに 「なきだすむすめよりみるははお，













詞 も お い お ま い ち ど
と、引き寄せて、みればみるほど胸せまり、離れがたなき憂き思ひ。
地ハル ハル中 フシ ハル お も い
そ れと知らねど誠の血筋、名残りおしげにふり返り、
地ハルウ まこと ち す じ ウ 上
「どこをどうして尋ねたら、父様や母様に逢はれることぞ、
色 ととさん かかさん あ わ
逢はしてたべ、南無大悲の観音様」
あ わ し て 色 な む だ い ひ の か ん の ん さ ま
父母の めぐみも深き 粉河寺
節 ハル ふか こ かわでら
このように，お弓お鶴の悲哀が表されている場面は 「詞 「地（地合 「色 「節」と， 」 ）」 」
いう四つから成り立っている。
「コレ もう去にやるか、名残が惜しい別れとむない、今一度顔を」でこの「詞」は，
詞 も お い お ま い ち ど
ある。これは，お弓の「詞」である。
、 、 、 。「 （ ）」 ，「地 地合 は と 引き寄せて みればみるほど胸せまり 離れがたなき憂き思ひ
地ハル ハル中 フシ ハル お も い
そ れと知らねど誠の血筋、名残りおしげにふり返り」である。
地ハルウ まこと ち す じ ウ 上
どこをどうして尋ねたら、父様や母様に逢はれることぞ、逢はしてたべ、「色」は，「 色 ととさん かかさん あ わ あ わ し て
南無大悲の観音様」である。これは，お鶴のセリフに近いものである。
色 なむだいひのかんのんさま
父母の めぐみも深き 粉河寺」である。この「 父母の めぐみも深「節」は 「，




徳島では，太夫は 「これもういにゃるか なごりがおしい わかれとおない まいちど，
まいちど かおを」と，中音の重い声で，語っている。特に，徳島の太夫は 「まいち，
ど」という詞章を，二回語っている。そして，この二回目の「まいちど」を，より腹に力





太夫は 「引き寄せて」という詞章を，中音で 「ひきよせエエ― てエエ― エエエー， ，
」 ， 。「 」エエエー エエエー エエエ―エエエ― と 歌うように語っている 見れば見る程
という詞章も，太夫は，中音で 「みイれエエ― ばアア― みィイるウウ― ほオどオ，
―オ」と，歌うように語っている。
「離れがたなき憂き思ひ。 そ れと知らねど誠の血筋、名残りおしげに」という詞
ハル中 フシ ハル お も い 地ハルウ まこと ち す じ ウ
章は，太夫によって中音と低音で，叙情的に語られている。太夫は 「はアなアア― ア，
―アア アア― アアー れエエー エエエー エエエーあ～（泣き）がたアなアきイ
イイイ イイイー うきイイー おもオオい そオ―オーオ れエエエーと しイらア
ねエど まことの ちすウじ なごオオ―り おしイげエにイ ふりかえ―エー りイ
イイ― イイイイイイーイ」と，産字を使って，歌うように語っている。ここでは，特
に，太夫は 「離れがたなき」という詞章を，張った声で語っている 「名残」という詞， 。
章を浮かした高い声で語っている。
「ふり返り」という詞章を，太夫は 「上（カン 」という高い音で「ふりかえ」また， ， ）




、 」 ，現在の徳島では 太夫は， ，「どこをどうして尋ねたら 父様や という詞章を中音で語り
色 ととさん
「 、 」 ，「 」母様に逢はれることぞ 逢はしてたべ という詞章を高音で語り 南無大悲の観音様
かかさん あ わ あ わ し て な む だ い ひ の か ん の ん さ ま
という詞章も どこをどうして尋ねたら 父様や母様に逢は音高で語っている 特に この。 ， 「 、
色 ととさん かかさん あ わ
れることぞ、逢はしてたべ南無大悲の観音様」という詞章は，太夫によって，しゃべる
あ わ し て な む だ い ひ の か ん の ん さ ま
，語られている。つまり，太夫は 「どこをどうしてたずねたアら」と少しゆっくように ，




徳島では，太夫は 「ちイイちイイ はアはアアアーアア めエエエぐウみイもオ ふウ，
かアきイイー こオかアアわアア― でエ―エ―ら」と，歌っている。特に 「母」とい，
う詞章を，太夫は，産字を使って 「はア はアアアーアア」と歌っている。それによっ，
て，旋律が上行している。また 「深き」という詞章を，太夫は，産字を使って 「ふウ， ，
かアきイイー」と歌っている。それによって，旋律が下降している。また 「寺」という，
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， ， ，「 」 。 ，詞章を 太夫は 涙声で でエ―エーら と歌っている このように歌うことによって
親を慕うお鶴の心情が深められている。
， ， 「 」「 」次に この場面を 登場人物の情を表現する上で重視されていた 音価 言葉の抑揚
「音遣い 「運び」に注目すると，以下のようになる。」
この場面における「音価」では，特に 「地(地合)」における「引き寄せて 「ふり返， 」
り 「離れがたなき」という詞章の「音価」が，長くなっている。つまり 「引き寄せて」」 ，
という詞章の「音価」は 「ひきよせ―― て―――― 「ふり返り」という詞章の「音， 」，
ふりかえ――り―――― は―価」は 「 「離れがたなき」という詞章の「音価」は 「， 」， ，
」となっている。これらは，な――――れ―――（あ～［泣く ）がたーなーき――――］
先に述べたように，太夫によって，産字を使って 「ひきよせエエ― てエエ― エエエ，
ふりかえエー りイイイ― イイイイイイー エエエー エエエーエエエ―エエエー 「」
ーイ はアなアア― ア―アア アア― アアー れエエー エエエーエエエ―あ～ 泣」「 ［
」と語られていた。く ）がたアなアきイイイイ イイイー］
さらに 「節」においても 「父母 「めぐみ」という詞章の「音価」が，長くなってい， ， 」
。 「 」 「 」 ，「 」，「 」る この 父母 という詞章の 音価 は ち――ち――は―は――――― めぐみ
という詞章の「音価」は 「め―――ぐ―み―」となっている。これらは，先に述べたよ，





一方，この場面において 「音価」が短くなっているのは 「詞」の部分である。つま， ，
り，お弓の「詞」の「 」という詞章を，太夫は，深い息をして，三コレもう去にやるか




いて，太夫によって，語られている。そして，この場面でも 「ハル」や「ウ 「上」と， 」
いう節章が記されている言葉の音高が，少し高くなっている。つまり，太夫は，先に述べ





「音遣い」では，先に述べたように，特に 「地(地合)」における「引き寄せて （中， 、
） 」 ， ，「 」 。 ，略 ふり返り という詞章では 太夫によって 音 をかけて語られていた たとえば
太夫は 「引き寄せて」という詞章を 「ひきよせエエ― てエエ― エエエー エエエ， ，
ー エエエー エエエーエエエー」と，産字を使って，エの音色を変化させながら歌うよ
ふりかえエー りイイイ― イイイイイうに語っていた 「ふり返り」という詞章を 「。 ，
」と，産字を使って，イの音色を変化させながら歌うように語っていた。このよイーイ
うな語り方によって，お弓お鶴親子の情愛，離別という悲哀が深められていた。
「運び」では，先に述べたように，特に 「地（地合 」の部分は，ゆっくりした速度， ）
引き寄せて みればみるほど胸せまり 離れがたなになっていた たとえば 太夫は。 ， ，「 、 、
地ハル ハル中 フシ ハル
。 、 」 「 」き憂き思ひ そ れと知らねど誠の血筋 名残りおしげにふり返り という 地(地合)
お も い 地ハルウ まこと ち す じ ウ 上
を，ゆっくり，叙情的に語っていた。それに対して 「詞」の部分は，少し速く語られて，
コレもう去にやるか」というお弓の「詞」を，少し速く，写実いた。つまり，太夫は 「，




「コレ もおいにゃるか なごりが惜しい わかれとおない まいちど太夫
詞
三味線




ひきよせエエ てエエ エエエ エエエ エエエ― エエエ― エエエ―太夫
地合
チンチンチン チンチンチン チンチンチン チンチンチン チンチンチン チンチンチン チンチンチン三味線
（え （け （ゐ） （つ （つ （つ） （わ （わ （わ） （と （と （と） （わ （わ （わ） （つ （つ （つ） （つ （つ （つ）） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ）
みイ れエエ― ば ア―ア みイるウウ ほ オ ど オ太夫
地ハル
チン チチチン チチ チン チンチン ツゥン テンチチテンチンチン チンチン チチ三味線
（つ） （つ）ゐ （け （ゐ （け） （つ） （わ （つ） （つか） （い （か （い （と （わ （つ） （わ （つ） （え （け）） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ）
むねエ せまアり はアなアア― ア―アア アアー アア―太夫
ハル中
チチンチンチリン チチンチンテンツゥンシャン チチテン チンチン三味線
（け （ゐ （つ （わ） （わ （つ （に （い） （か （ろ） （わ （に （い） （と （と）） ） ） ） ） ） ） ） ） ）
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れエエー エエエ――― エエエ――― あ～～（泣き）太夫
チンチンチン チンチンチンチンチンチンチンチン チンチンチンチンチチチン三味線
（わ （わ （わ） （え （ゐ （つ （わ） （わ （わ （わ （え） （え （え （え （け （え （え （け）） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ）
チンチンチンチンチンチンチンチンチチチン
（ ）（ ）（ ）（ ） （ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）え け ゐ け ゐ つ わ つ つ つ つ
がたアなア きイイ イイイー うきイーイー おもオ―い太夫
フシ ハル
チチン チンチン チチン チチンチン チレチチチン チリチチテンツン三味線




（い） （い （い） （わ （と （に （い ゐけ） （ゐけ （つつつ）） ） ） ） ） ）（
スル
しらアねエど まことの ちすウじ太夫
チィ―ン三味線 チンチンチンチン チンチンチンチ チチン





（ゐけ）（け （け （け （さえけ） （ゐ （けゐ （つ （つ （わ） （け） ） ） ） ） ） ） ）
スル
ふりかえ―エー りイイイ― イイイ イイイーイ太夫
上
チンチンチンチン トチチントチチン三味線
（け （つ （わ （と） （ろとと （ろとと）） ） ） ）
どこを どおしてエ エ たずね た ア ら太夫
色
チン ティ―ントン チンチンチン テンツィン チィーン三味線
（と） とわ （ろ） （つ （わ （つ） （い←か） （と→わ）（ ） ） ）
スル ス ル ス ル
ととさんやア かかさんに太夫
チチチチンチチチンチン三味線 チチチン
（わつ （ゐ） （ゐけえ （ゐ （けけ （つ （わ）） ） ） ） ）
あわれることぞ あわしてたべ～～（泣き）太夫
（泣きの手）三味線 チンチンチンチンチン チチチチチチチチチチチチチンチンチンチンチン




（ゐ け ゐけ け た ろわ）











エエエ エエエ― エエエーエエエー」という声とかけ離れないように 「て」の声の少，
し前に「チン」と弾き 「エエ」の声と離れないように「チンチン」と弾き，さらに「エ，
」 ，「 」 ， 。 「 」エエー の声と離れないように チンチンチン と 弾いている この チンチンチン
は 「エエエー」という太夫の声と同じ音高で，弾かれている。つまり，三味線弾きは，，
「つ 「わ 「と 「わ 「つ」という勘所を押さえて 「チンチンチン」と弾いている。そ」 」 」 」 ，







で 「と」から「わ」にすり 「どおしてエエたずね」の声の後に「い」から「か」にす， ，
，「 」 「 」 「 」 。 ，り たアら の声の後には と から わ にすっている このような弾き方によって
親にはやく逢いたいというお鶴の心情が深められている。
深い悲しみが表されている場では，特に，三味線が速く弾かれている。つまり，三味線
弾きは 「あわしてたべ－」とお鶴が泣く場面で 「チチチチチチチチチチチチチンチン， ，
チンチンチン」と，速く弾いている。この「チチチチチチチチチチチチチンチンチンチン
」 ， ，「 」 ，チン を 三味線弾きは という勘所を押さえけえけえけえけえけゐけゐけゐけゐつ
華やかに弾いている。このような三味線の手は 「泣きの手」と呼ばれ，愁嘆場で用いら，
れている。




























， 。 ， ， ，て 演じている座もある 彼らによって 現在の徳島では 先に述べた第一の場面として
お弓の心情が表されている場面は，以下のように演じられている 。18）
「アイ父様の名は十郎兵衛 母様はお弓と申します」というお鶴の「詞」では，人形遣




















いう 地 地合 を含むお鶴の 詞 では お鶴は イエイエ と左右に首をふり た「 （ ）」 「 」 ， ，「 」 ，「
」 ， 。 ，とえいつまでかかってなと という声では 左手を出して右手で数を数えている そして
「一人旅じゃてて」で自分を指し 「野に寝たり」で右手を差し出し 「山に寝たり」で， ，







「わつと泣き出す娘より、見る母親はたまりかね」という「地（地合 」では 「わつ） ，
と泣き出す」という太夫の声で，お鶴は，手を目のあたりに持っていき，激しく泣いてい










。 ，「 」 ， ，う悲哀が表現されている たとえば ひきよせエエ という太夫の声で お鶴は左手で
お弓は右手で杖を持ち 「てエエ」で，さらに，白い布をお鶴は右手で，お弓は左手で持，
ち 「エエエ― エエエーエエエー エエエーエエエー」という太夫の声にあわせて，二，
。 ，「 」 ，人はこの杖と白い布を引き合う動作をしている そして みいれエエーばアアー で19)
この杖と布とを交差させ，お鶴とお弓は互いに顔を見合わせる。その後，杖を置いて，二
人は，太夫の「はアなアア アアアー（中略）そオ―オ れエエエ―と」という声にあわ














































く 「運び」は緩になっていた。たとえば，お弓お鶴の悲哀が表されている場面では 「引， ，
き寄せ」という詞章は 「ひきよせ――」というように 「音価」が長くなっており，太， ，




























・田村西男編『義太夫音曲全集』中巻 清文堂 ，一方 『近松判二浄瑠璃集［二 』におい1929 p.281 ， ］
ては 《傾城阿波の鳴門》の第一段目，若殿の名は「玉木衛門之助」と記されている 『近松判二浄瑠璃， 。
集［二 』図書刊行会 ，また， 年 月の文楽公演パンフレットにおいて 「阿波徳島藩］ ，1996 p.288 2013 9
） 」 。 ， 「 」 。主の蜂須賀家(玉木家 の御家騒動 と記されている( ) そこで 本稿では 玉木家 と捉えたpp.12-13








) 形式的特徴 とは 音楽の意味が想像されるように仕組まれた音楽構造のことである 長島真人 音9 「 」 ， 。 「
楽授業のための教材解釈の方法に関する原理的考察― ． ．ランガーのシンボル哲学の論理に基づいS K
26 3 2003 p.3て―」日本教科教育学会誌 第 巻 号
)この節章は，竹本友和嘉所有の床本に基づいている。また，林久美子「傾城阿波の鳴門」高田衛・10
原道生編，坂口弘之校訂『近松判二浄瑠璃集［二 』図書刊行会 をも参考にした。］ 1996 pp.355-358
)この「待てしばし」という詞章には 「イヤ」という語が前にあり 「イヤ待てしばし」となってい11 ， ，




究会『関西楽理研究』 を参考にした。22 2005 pp.33-48
)江戸時代から阿波の伝統を受け継いでいる勝浦座や大谷座，岡花座などの座長や座員に質問した。14
特に，勝浦座の座長や座員，事務局の方からは，丁寧な回答を得られた。
15 1992)川島信夫 木偶人形の種類と見方 徳島県郷土文化会館民俗文化財集編集委員会編 阿波の木偶「 」 『 』
，なお，文楽では，お弓の 首 は「老女方 ，お鶴の 首 は「女子役」になっている。国立pp.206-208 」
かしら かしら






































































実践は，平成 ( )年 月 日から 月 日にかけて，徳島県小松島市 中学19 2007 10 12 11 13 A
校の第一学年（ 学級 人）を対象として行った。この実践では，筆者が生徒の実態に6 236
即して指導計画を作成し，指導にあたった。実践における第一次( 時間）は，阿波人形1
浄瑠璃が徳島の伝統的な芸能であることを意識させた。第二次( 時間）は，阿波人形浄1


















第一次（ 時間） 第二次（ 時間） 第三次（ 時間）時 1 1 2




・代表的な演目 傾城阿波の鳴門 ・教師の語り方の特徴を把握し，模 町子，人形勝浦座による《傾城《 》
主 〈順礼歌の段〉を鑑賞する。 倣して語る。 阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉と》
〈 ， 。〈 〉 。な ・ 順礼歌の段〉のあらすじをつ 録音して 太夫の語りと比較する 十郎兵衛内の段 を鑑賞する・
学 かむ。 ・お弓やお鶴の情を伝えることがで 太夫から直接指導を受けて，・
） 〈 〉 。習 ・人形浄瑠璃の音楽，義太夫につ きるように語る（語り方の工夫 。 順礼歌の段 の一部分を語る
活 いて理解する。 ・ 順礼歌の段〉を鑑賞する。 ・勝浦座の人からの指導を受け〈
動 ・太夫の語り方の特徴を把握す 音高や音色，速度を変化させて， て，お弓やお鶴の人形を遣う。・
る。 お弓お鶴の気持ち表現する。 ・三味線弾きから指導を受け





筆者による一斉指導 筆者による一斉指導と小集団指導 伝承者による指導( )指導 T2
筆者による一斉指導( )形態 T1
指 ・江戸時代から阿波の徳島の人々 教師の語りを模倣して 語らせる ・太夫の顔や息の遣い方に注目・ ， 。
導 は，人形浄瑠璃と深く関わってい ・お弓やお鶴の立場にたって，気持 しながら，鑑賞させる。
上 ることを理解させる。 ちを込めて語るようにさせる。 ・三味線の豊かな音色を感じ取
の ・代表的な演目 傾城阿波の鳴門 どのように語ると聴いている人に らせる。《 》・
留 〈順礼歌の段〉を映像で鑑賞さ お弓やお鶴の心情が伝えられるか考 ・太夫と三味線と人形とが一体
意 せ，この浄瑠璃では親子の別れが えさせる。 となって，親子の情愛と悲哀を
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点 テーマとなっており，太夫が一人 ・小集団で，太夫と観客になって活 表現していることを理解させ
でお弓やお鶴の心情を語っている 動させる。 る。
ことを理解させる。 ・語る速度や声の強弱，音高，音色 ・上演者から直接指導をうけ







評 ・郷土芸能の阿波人形浄瑠璃に興 太夫になったつもりで，声の音高 意欲的に，鑑賞や表現をして・ ・
価 味や関心を持って取り組んでい を変化させてお弓とお鶴の心情を語 いる。
計 る。 っている。 三業一体を理解している。・
画 ・阿波人形浄瑠璃の歴史を理解し ・言葉を大切にし，お弓お鶴の心情 鑑賞や体験を通して，深く，・
ている。 が聴き手に伝わるように語ってい 親子の情愛と悲哀を感じ取って
。・ 傾城阿波の鳴門 順礼歌の段 る。 いる《 》〈 〉
の内容を理解している。 語る速度や声の強弱や音色を変化 ・阿波人形浄瑠璃の魅力を他の・




ある。第一次では，阿波人形浄瑠璃の歴史を学習した後で 〈順礼歌の段〉を鑑賞し 「シ， ，
テ其親たちの名は 何といふぞいの（中略）ときいてびっくり」という詞章を模倣して語


























う音だ」と捉えていた。生徒は，ワークシートに 「今までの声と感じが違う 「太夫は， 」
いろいろ声を変えて語っている 「こんなに器用に声をコロコロ変えて語ることはすぐで」
きるものではない 「すごい声だ」と記述していた。」













（後略 」とうたっているのを聴いて 「ふウウるウウ さアとオオオオオ」とうたった。） ，
つまり，彼らは「ウー」と「オー」の母音を延ばしてうたうことができていなかったので














































すごく迫力がありました 「すごい 「人形が生きているみたい」と述べた。ここでは，」 」
太夫や三味線が出す声や音に圧倒され，物語に引き込まれていた生徒の姿がみられた。そ
して，生徒の多数は 「生でみることができてよかったです 「また機会があればみたい」， 」
という感想を述べていた。
特に，目の前で太夫の語る姿を見ていた生徒は 「太夫はいつ息継ぎをしていたのかわ，








をした生徒は 「太夫と一緒に大きな声でかたれた 「お腹に力を入れて語ることが大事， 」
とわかった 「太夫は自由自在に声を変えて語っていた」と述べていた。人形遣いの体験」




























( ) (緩急) について1 速度 の変化




















































































































お弓の声の音色を「母親らしい 「大人っぽい ，お鶴の声の音色を「娘らた，生徒は， 」 」
しい 「子どもっぽい」と記述していた。ここには，生徒が母と娘というイメージから両」
お弓の声の音色を「辛い者を捉えていたことが表れている。第二次において，生徒は，
」 「 」「 」「 」ような お鶴の声の音色を 寂しそう 悲しそうな 泣いているような「 」，悲しそう
と記述していた。つまり，生徒は 「辛いような 「悲しそう」という心情を喩えた言葉， 」
や 「寂しそう 「悲しそうな 「泣いているような」という心情を喩えた言葉で，声の音， 」 」
色を記述していた。その後，第三次において，生徒は，お弓の声を 「重「悲しくて重い」
「 」「 」 。々しく張り詰めた」，お鶴の声を 悲しくて暗い 軽いけど芯がある と記述していた
つまり，生徒は，声の音色を 「悲しくて重い 「 という心情を喩， 」 重々しく張り詰めた」







ろとした楽音構造の知覚において典型的な差が顕著にみられる生徒 ，生徒 ，生徒HM TM
















， ，T M ・強弱 ・お鶴は 母がいなくて辛いことを話す場面では































「 ， 」 。生徒 はHM ， 別れたくない場面では お弓の声が大きくなっていた と記述していた
つまり，彼女は，登場人物の声の強弱を捉えていた。また 「お弓はお鶴に比べて声が少，
し低く，お鶴は高い声 と記述していた。つまり，彼女は，登場人物の声の音高を相対的」
に把握し，お弓の声をお鶴よりも低く捉えていた。また，生徒 は 「お弓はやさしくHM ，
柔らかい音色 「お鶴はまだ幼いような感じ，小さい子どもが本当にしゃべっているよう」
な感じの音色」と記述していた。つまり，彼女は 「やさしく」という登場人物の心情と，
「柔らかい」という形容詞の言葉でお弓の声の音色を 「まだ幼いような感じ 「小さい， 」
子ども」という登場人物の幼さを表す言葉でお鶴の声の音色を，記述していた。この詳
細な記述内容から，彼女が，特に，声の音色に注意を向けていたことが認められる。そ








， ， 。ろにして 親子の情愛 悲哀という人間感情の様態を感じ取っていたことが確認された
生徒 は 「お弓は声が低め 「お鶴は高い声」と記述していた。つまり，彼女は，登TM ， 」
場人物の声の音高を対照的に把握し 「低め 「高い」と捉えていた。また，生徒 は，， 」 TM
「お鶴はどこか悲しいような感じ」と記述していた。つまり，彼女は，登場人物の心情を











彼女が，特に，速度の変化に注目していたことが認められる。また，生徒 は 「お弓MM ，
記述していた。つまり，彼女は，登場人物の声の音高は，低い声 「お鶴は，高い声」と」
を対照的に把握し 「低い 「高い」と捉えていた。さらに，彼女は 「お弓は，大人っぽ， 」 ，
お鶴は，子どものような声」と記述していた。つまり，彼女は，登場人物の声のい声 「」











揺した心情を感じ取っていた。また，生徒 は 「お弓は，声を低くして，お鶴は声をYY ，
高くしていた」と記述していた。つまり，彼は，登場人物の声の音高を捉えていた。さ




生徒 は 「お弓は，早口であった」と記述していた。つまり，彼は，速いという速MY ，






















・特に，音色に ・お弓お鶴親子の情愛 ・阿波人形浄瑠璃の傾城阿波の鳴門の学習をして，はかなH M




・特に，強弱と ・お鶴の親への情愛 ・阿波人形浄瑠璃は，声の大きさや音色で登場人物の気T M
女 音色に注目 持ちを豊かに表している大切な徳島の伝統芸能です。（ ）
お鶴の声の強弱 ・これからもこの伝統芸能を守っていかなければと強く思
と音色 いました。
特に，速度の ・お弓の驚いた心情 登場人物の気持ちにあわせて声を変えていくところがM M ・ ・




特に，強弱に注 ・お弓の動揺した心情 阿波人形浄瑠璃はすばらしいものだと思いました。太Y Y ・




・速度の変化 登場人物の心情を感受し 記述なしM Y
男 ・お鶴の声の音 ていたことが確認されな（ ）
高 かった。
郷土の伝統文化の価値に関する生徒の認識が表れている言葉に実線を筆者が付した ）（ 。



































































生徒 注意が向けられ 登場人物の心情の感受 郷土の伝統文化の価値に関する認識 阿波人形浄瑠璃への関心・意欲・態度
た側面
・特に，音色 ・お弓お鶴親子の ・自ら阿波人形浄瑠璃《傾城阿 阿波人形浄瑠璃傾城阿波の鳴門H M ・
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・特に，強弱 ・お鶴の親への情愛 大切な徳島の伝統芸能 とても興味を持ちました。・ ・
と音色に注目 この伝統芸能を継承していか ・人形，太夫，三味線の中では，T M ・





・特に，速度 ・お弓の驚いた心情 ・盛んに上演され，次世代に継 ・太夫は声を変えるだけでなく，
の変化に注目 承されることを期待 表情も変えていて，すごい。M M
。（ ）女 お弓の声の ・体験できる時があればやりたい
速度の変化
特に，強弱に ・お弓の動揺した心 ・次世代に継承されることを期 ・ほんの少し興味を持った。
注目 情 待 ・今までは，徳島の伝統芸能に興Y Y
） ， ，（男 味は全くなかったけど 目でみてお弓の声の強弱
ちよっと興味がでた。
・速度の変化 登場人物の心情を感 郷土の伝統文化の価値に関する ・ほとんど興味をもたなかったで
・お鶴の声の 受していたことが確 認識を持っていることが確認さ も、今日のように学校で見れてよM Y
音高 認されなかった。 れなかった。 かった。人形がかっこよかった。（ ）男
。）（阿波人形浄瑠璃への関心・意欲・態度に関する生徒の認識が表れている言葉に実線を筆者が付した












































記述していた。先に述べたように，彼生徒 は 「ほとんど興味をもたなかった」とMY ，
には，登場人物の心情を感じ取っていたことや郷土の伝統文化の価値を認識していたこ
とが確認されなかった。さらに，阿波人形浄瑠璃に関心・意欲を持っていたことも確認












， ， 《 》〈 〉本実践では 中学校音楽科において 阿波人形浄瑠璃 傾城阿波の鳴門 順礼歌の段
， 。を教材とし 浄瑠璃の語りや三味線と人形にふれる体験の場を組み込んだ授業を展開した
第一次と第二次では，生徒は，伝承教室用の床本を用いながら，音楽担当教師，筆者の語
。 ， ， 《 》りを模倣した 第三次では 地域の太夫や三味線 人形座の人達による 傾城阿波の鳴門




















考察―太夫の声に焦点をあてた授業の分析を通して― 『学校音楽教育研究』 日本学校音楽教育」 Vol.13
2009 pp.235-246実践学会
， 「 」 ，2)この実践では 徳島県教育委員会主催 阿波人形浄瑠璃伝承教室 で用いられているテキストを基に
筆者がＡ中学校の生徒の実態に即して作成した床本を用いながら，筆者の語りを模倣させた。
「地域の民俗芸能の音楽学習に関する一考察―太夫の声に焦点をあてた授業の分析を通して― 『学3) 」














8 150 205 143 210 119 225)第①の型の生徒は 第一次では 人( 人中) 第二次では 人( 人中) 第三次では 人(， ， ，
人中)いた。
)第②の型の生徒は，第一次では， 人，第二次では 人，第三次では， 人いた。第③の型の生徒9 55 62 79
は，第一次では 人，第二次では 人 第三次では 人いた。0 5 , 27








実践は，平成 ( )年 月 日から 月 日にかけて，徳島県勝浦郡 中学校22 2010 11 26 12 17 A






















第一次（ 時間） 第二次（ 時間） 第三次（ 時間）時 1 1 1
体験 意識化） (体験・内面化) (内面化)段階 （ ・
指導内容：日本の伝統音楽：速度の変化や声の音高，音色をよリどころとした楽音構造の知覚と指導
登場人物お弓お鶴親子の情愛と悲哀の感受内容
・阿波人形浄瑠璃の起源を知る。 ・ 傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉 ・勝浦座が演じる《傾城阿波の《 》
・勝浦座の人の話を聞く。 のあらすじを知る。 鳴門 〈順礼歌の段〉の三つの》
主 ・勝浦座が演じる《傾城阿波の鳴 傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉 場面を鑑賞する。・《 》
な 門 〈順礼歌の段〉を鑑賞する。 の三つの場面を鑑賞し，感じ取った ・感じ取ったことを記述する。》
学 ・後ぶりという人形の心情表現を ことを記述する。
習 知る。 ・再度鑑賞し，声の音色や登場人物 ・郷土の人形浄瑠璃を解説する
活 ・人形を遣う。 の心情について，述べる。 記事を書く。
動 ・太夫の話を聞く。 ・発表する。
・本時の学習のまとめをする。 ・本時の学習のまとめをする ・本時の学習のまとめをする
MK T1 T2 T1 T2 T1 MK指導 音楽担当教師 ( )筆者（ ) 筆者（ ) 太夫竹本友和嘉( )音楽 筆者（ )音楽担当教師
による一斉指導 担当教師 ( )による一斉指導 ( )による一斉指導形態 MK T3 T2
勝浦座長池内勲と座員による指導
指 ・ワークシートを用いて，阿波人 ・声の音色に，生徒の注意が向くよ 太夫の声の音色に注目しなが・
導 形浄瑠璃の起源を理解させる。 うにする。 ら鑑賞させる。
上 ・古来から勝浦の人々の生活の中 ・お弓お鶴の情愛と悲哀が顕著に表 ・太夫と三味線と人形が一体と
の に人形浄瑠璃がいきづいていたこ されている三つの場面を直接鑑賞さ なって，親子の情愛と悲哀を表
留 とを理解させる。 せ，ワークシートに，声の音色や音 現していることに注意を促す。
意 ・勝浦座が演じる《傾城阿波の鳴 高とお弓お鶴の心情について記述さ ・阿波人形浄瑠璃という郷土の
点 門 〈順礼歌の段〉の「サワリ」 せる 伝統文化について，自分の考え》 。
の部分を鑑賞させ，親子の情愛と ・各場面ごとに，より詳細に親子の を書かせ，発表させる。
悲哀にふれさせる。 情愛と悲哀を深く感じ取れるように ・本学習のまとめとして，全員
・後ろぶりや泣くという型を知 太夫とともに支援する。特に 「と で，模倣して，第一の場面「シ，
り，人形を遣うことによって，登 聞いてびっくり 「あいたいこっち テその親達の名は～うたがいも」






評 ・阿波人形浄瑠璃に興味や関心を ・声の音色などを変化させながら， ・映像による鑑賞を通して，深
価 持って取り組んでいる。 親子の情愛と悲哀を表現しているこ く親子の情愛と悲哀を感じ取っ
。計 ・勝浦の人々の生活の中に人形浄 とを感じ取っている。 ている























































第二次では，当初，生徒は，六コマ漫画を通して 《傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉， 》
のあらすじを把握していった。そして 「お鶴がかわいそう 「お鶴は母と気づいていな， 」
いみたいだ」と発言していた。
次に，生徒は 《傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉の三つの場面を，太夫の語りの実演， 》
。 ， ， 。 ，を通して鑑賞した この時間に 生徒は この実演を二回鑑賞した 第一回目の鑑賞では
生徒は，竹本友和嘉太夫の語りを聴いて，各場面の声の音色や音高とお弓お鶴の心情につ
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， 。 ，いて 気づいたことや感じ取ったことをワークシートに記述した 第一の場面については
生徒は 「お弓の声は低く，お鶴の声は高い 「途中で急に速くなった」ことに気づいて， 」
いた。また，この場面を「お弓が驚いている場面」と特徴づけていた。第二の場面につい









第一の場面の シテその親たちの名は何というぞいの というお弓の 詞 の音色を 紫「 」 「 」 ，「
ことば
色のような 「青色のような 「力強い感じ 「無糖のコーヒー」と喩えていた。一方 「母」 」 」 ，
様の名はお弓と申します」というお鶴の「詞」の音色を 「オレンジ色のような 「赤色， 」
ことば
のような 「かわいい感じ 「微糖のコーヒー」と喩えていた。ここでは，生徒は，声の」 」
音色を，色や容姿，味に喩えて記述していた。また 「ときいてびっくり」という部分に，
注目して 「太夫の声が急に大きく重い感じの声になった」と特徴づけていた。また，こ，
のことから，この場面の登場人物の心情について 「お弓が驚いている 「お弓が苦しん， 」
でいる」と感じ取っていた。続いて，生徒は，第二の場面の「あいたいことじゃ あいた
いことじゃ」という部分に注目し 「次第に声が強く叫ぶような感じになっていた」と特，
徴づけていた。また，このことから 「早く親に会いたい気持ち」を感じ取っていた 「た， 。
たかれたり」の中の「たー 「たー」という部分に注目し 「 たー』とのばす声が次第に」 ，『
濃くなっていた 「泣いているような声」と喩えていた。他の生徒は 「 あいたーい』は」 ，『
，濃いオレンジ色 と喩えていた 続いて 第三の場面の ひきよせ という部分に注目し」 。 ， 「 」
生徒は，ワークシートに 「太夫は 『え』をのばしながら声の色を変えていた」と記述， ，

























。 ， ，「 『 』悲しい心情を感じ取っていた 第三の場面について 生徒は 太夫は ひきよせええー
と 「え」をのばして、声の色をいろいろ変化させていた。お弓とお鶴が手ぬぐいを引き、





































































































































， 「 」生徒の自己評価表において 第一の場面の お弓とお鶴の声の音色は同じと思いますか




した生徒は， 人( 人中）いた。さらに 「太夫は息を遣って声の音色を変えているこ16 22 ，
とを感じ取れましたか」という問いに対して 「感じ取れた」と回答した生徒は， 人い， 11
た。つまり，約 割の生徒( 人）は，産字を語る太夫の声の音色の変化に注意を向けて7 16

















い 「重い 「重たい ，お鶴の声の音色を「弱々しい 「弱い 「軽い 「可愛い」と記述」 」 」 」 」 」
していた。つまり，第一の場面における登場人物の声の音色を，生徒は形容詞で喩えてい
た。また，他の生徒は，お弓の声の音色を「無糖のコーヒー ，お鶴の声の音色を「微糖」
のコーヒー」というように，味で喩えていた。さらに，お弓の声の音色を「紫 「青 ，」 」
「 」「 」 ， 。 ， ，お鶴の声の音色を オレンジ 赤 というように 色で喩えていた ここでは 生徒は
登場人物の声の音色を寒色と暖色で対比させていた。さらに，彼らは，第二の場面におけ
，「 」「 」「 」「 」「 」 。 ，るお鶴の声の音色を オレンジ 赤 水色 青 濃い青 と喩えていた ここでは
「水色 「青 「濃い青」という声の音色に関する記述が増えており，このことによって，」 」
生徒がお鶴の悲しい心情を寒色系で喩えていたことが窺われる。他の生徒は，第二の場面
におけるお弓の声の音色を「辛そうな 「悲しそうな ，お鶴の声の音色を「寂しそうな」」 」












































































音色に注目じが違っていた 「別れたくない」と記述しているように，生徒 は，声の」 SK
しながら，お弓の子への情愛も深く感じ取っていた。つまり，彼女は 「ひきよせエエ―，
エエエ― エエエ―（後略 」という「地(地合)」を鑑賞し 「エー」という産字の音） ，
色に注目しながら楽音構造を捉え，これをよりどころとして，母親の子への情愛を詳細
に感じ取っていた。特に 「声の色が濃くなった 「お弓もお鶴も別れが悲しい」という， 」
記述内容からは，生徒 が親子の離別という悲哀を詳細に感じ取っていたことが認めらSK
このように，生徒 の記述内容から，彼女が声の音色に注目しながら楽音構造れる 。1) SK
を捉え，これをよりどころとして，親子の情愛と悲哀を詳細に感じ取っていたことが確認
された。
生徒 は，太夫の実演を鑑賞し 記述しているように，YU ，「セリフ以外は少し速い」と
速度の変化に注目しながら，お弓の辛い心情を感じ取っていた。つまり，彼は 「見る母，
親はたまりかね」という「地(地合)」を鑑賞し，速度の変化に注目しながら楽音構造を捉































・特に， に注 ・お弓の驚いた心情 ・勝浦座の人の話を聞いて，火事になったといSK 声の音色






(男 注目 ・お鶴の苦しい心情 金を出しあって人形を揃えて頑張ってきたこと）





(女 お弓の声の強弱 ているような記述はみられ いるような記述はみられなかった。）
なかった。
郷土の伝統文化の価値に関する生徒の認識が表れている言葉に実線を筆者が付した ）（ 。












生徒 は 「昔の人達は火事で人形を失って，みんなでお金を出しあって人形を揃えYU ，
て頑張ってきたことはすごい」と記述しているように，伝承者との関わりを通して，郷土
勝浦町の伝統文化を継承するために座員が心を一つにして活動をしてきたことをすばらし




























生徒 注意が向けられ 登場人物の心情の感受 郷土の伝統文化の価値に関する認識 阿波人形浄瑠璃への関心・意欲・態度
た側面
・特に，声の ・お弓の驚いた心情 ・郷土の伝統文化の価値を認識 阿波人形浄瑠璃についてもっとSK ・






・特に， ・お弓の驚いた心情 ・阿波人形浄瑠璃の魅力を把握 ・今までは，人形しかみていなかYU 速度




・特に， 親子の情愛と悲哀を ・郷土の伝統文化の価値に関す ・主体的に関わろうとする姿はみTO 声の




，「 」 ， ，生徒 は 阿波人形浄瑠璃についてもっと知る と記述しているように 授業後もSK
阿波人形浄瑠璃について探究していきたいと思っている。ここでは，彼女が阿波人形浄瑠





























， ， ，本実践では 前章の考察をふまえて 声の音色を中核的な学習内容とした授業を構想し
伝承者の実演を直接鑑賞する授業を展開した。第一次では，生徒は，郷土の人形座，勝浦
座の人達による実演を直接鑑賞し，第二次では，生徒は，筆者が作成した床本を用い，親























， ， 「 ， 」 「 ，1)生徒 は イメージマップ図において お弓の声の音色を 青 紫 お鶴の声の音色を オレンジSK
赤」で喩えていた。そして 「親子だと分かっても別れなければいけない 「つらい 「別れたくない」， 」 」
14と記述していた。補足資料









実践は，平成 ( )年 月 日から 月 日にかけて，鳴門教育大学附属中学校第23 2011 1 14 2 4




と現状について，理解させた。その後，代表的な演目 《傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉， 》
の一場面を，音源( )と映像( )によって，鑑賞させた。第二次( 時間)は，太夫のMD VTR 2
語りを模倣して語らせた。第三次( 時間)は，素浄瑠璃と人形浄瑠璃を，映像によって，1
鑑賞させた。その後，阿波人形浄瑠璃に関する記事を執筆させ，発表させた。また，この

























主 ・本時の課題を把握する。 (第 時) ・本時の課題を把握する。1
な ・阿波人形浄瑠璃の起源と現状を ・本時の課題を把握する。 ・ 傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉《 》
学 知る。 ・模倣して，第一の場面を語る。 の三つの場面を，素浄瑠璃と人形浄瑠
習 ・代表的な演目 傾城阿波の鳴門 ・模倣して，第二の場面を語る。 璃で鑑賞する。《 》
活 〈順礼歌の段〉の内容を知る。 ・男女混合グループを編成し，順 ・阿波人形浄瑠璃に関する記事を書
・第一の場面を音源( )で鑑賞 番に一人ずつ語る。 く。動 MD
する。 ・本時のまとめをする。 ・発表する。







音楽担当教師森本祥子( )筆者 音楽担当教師森本祥子( ) 音楽担当教師森本祥子( )筆者( )指導 T1 T1 T1 T2
( )による一斉指導 太夫竹本友和嘉( ) 筆者( )に による一斉指導形態 T2 T2 T3
よる一斉指導，小集団指導
指 ・今も人々の生活の中に阿波人形 (第 時) ・太夫の声と三味線の音の音色に注目1
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導 浄瑠璃がいきづいていることを理 ・太夫と向かい合って正座し，地 しながら，鑑賞させる。
上 解させる。 声で語らせる。 ・お弓とお鶴が手ぬぐいを引きあって
《 》〈 〉 （ 「 」）の ・ 傾城阿波の鳴門 順礼歌の段 ・教師の主導によって，速度の変 いる場面 第三の場面の 引き寄せて
留 は，徳島と縁がある浄瑠璃である 化や声の音高，音色に注目しなが に注目させて鑑賞させ，親子の情愛と
意 ことを把握させる。 ら，お弓お鶴の心情を表現できる 悲哀を感じ取れるよう支援する。
・床本を読んで〈順礼歌の段〉の ように促す。 ・郷土の伝統文化に対する生徒の認識点
登場人物とあらすじを把握させ ・第一の場面の「と聞いてびっく が深まっていくよう支援する。
る。 り 「疑いもない我が娘 「いわん」 」
」， 「 」・速度の変化や声の強弱，音色に とせしが 第二の場面の どこの
注目しながら鑑賞し，第一の場面 「野に寝たり山に寝たり 「たたか」

















評 ・阿波人形浄瑠璃の起源と現状を ・速度の変化や声の音高，音色を ・親子の情愛と悲哀を感じ取ってい
価 理解している。 変化させながら，情を語ることが る。





てを，次のように工夫した。第一次では 《傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉の第一の場， 》















に，ワークシートの余白に 「 小屋掛け』は仮設舞台での上演 「 阿波の一口浄瑠璃』，『 」『
＝阿波ではだれでも浄瑠璃を一節語ることができた」と，赤ペンで書き込んでいた。この
ように，生徒は，意欲的に，阿波人形浄瑠璃の歴史に関する学習に取り組んでいた。
次に，生徒は 《傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉の「シテ 其親たちの名は何といふ， 》
（ ） 」 ， ） ， 。ぞいの 中略 いはんとせしが という第一の場面を 音源( によって 鑑賞したMD
ここでは，真剣に，太夫の声と三味線の音に耳を傾けている姿がみられた。鑑賞後，生徒















も語ってもらいます」という次時の活動を聞いて 「思い切った計画やなぁ 「大胆な企， 」






第 時間目において 当初 生徒は 太夫の実演を鑑賞し 迫力がある すごい 表1 ， ， ， ，「 」「 」「
情が豊かだ」という感想を述べていた。鑑賞後，生徒は，全員，大きな拍手をしていた。
『と聞いてびっくり 『疑いもない我が生徒は，音楽担当教師から 「第一の場面では， ， 』
娘 『 いはんとせしが』という言葉にこだわりながら，語っていきます」と，聞いて，』「
この部分に線を引いていた。そして，太夫が語る「シテ 其親たちの名は何といふぞい









































， ， 「 」 ， 。 ，「 」また 生徒は このお鶴の 詞 を ゆっくりした速度で語っていた 特に どこの
ことば
という部分をゆっくりし 「ど 「こ 「の」とテヌートして語っていた。そして，次の言， 」 」
葉「やどでもとめてはくれず」を，もとの速度に戻して(アテンポ)語っていた。さらに，














みんなの前でも，生徒は，浄瑠璃を一節語っていた。たとえば，生徒 は 「あいたーTN ，
い」と「た」の音節を大きな声で，長くのばして語って，お鶴の親に会いたい心情を表そ










いた。ここでは，生徒 は，イメージマップ図に 「うれしい 「悲しい 「速度をかえYA ， 」 」
」「 」「 」「 」 。 ， ，る 大きな声 声色 声色をかえる という語を記述していた つまり 生徒 はYA
イメージマップ図に，お弓の嬉しい心情，お弓とお鶴の悲しい心情を感じ取っていること
を表す語と，速度の変化や声の強弱，音色を捉えていることを表す語を記述していた。特






， 」「 ，ていて 太夫の声には余韻みたいなものがある 全体的にこの部分はゆっくりしていて
」 。 ， ，お弓の気持ちが強く表されている という感想を述べていた 生徒は 音楽担当教師から
「第三の場面では『引き寄せて 『ふり返り』という言葉，特に『エー』や『イー』とい』
う産字の部分と 『父母のめぐみも深き粉河寺』という歌の部分にこだわって，語ってい，
きます」と聞いて 「引き寄せて」と「ふり返り」の詞章を丸で囲み 「ご詠歌」の部分， ，
に線を引いていた。そして，生徒は，太夫が語る「ひきよせて」という部分を聴いて，こ
「 」 。 ， ， 「 」の 地(地合) から語り出した ここでは 生徒は 産字に関する お助けワークシート
を見ながら，旋律の上がり下がりを線で表していた。そして，このワークシートを見なが
ら，生徒は 「ひきよせエエー てエエー エエエー エエエー エエエー エエエー」，
と語っていた。特に 「ひきよせ」の「せ」を張った感じの強い声で，少し高くし 「エ， ，
エ―」とのばして，柔らかい感じの声で語っていた。生徒は，産字の部分にこだわって，
- 201 -
「てエエ エエエー エエエー エエエー エエエー」を下降や上降を試みながら歌うよ
， 。 ， ， ，うに語って お弓の心情を表そうとしていた つまり 生徒は 産字に注意を向けながら
「てエエ エエエー エエエー エエエー エエエー」の部分を，タタタンというリズム




生徒は 「りイイイ」を次第に下降し 「イイイ―イ」の部分を，揺するように，辛そう， ，
な声で，歌うように語っていた。つまり，生徒は 「りイイイ」の部分を，タンタンタン，




イー はアー アアア アーー のオー めエエエー ぐウウー みイー もー ふーウ
かーア きイイー こーオ かわア アアアー でエエー らー」と 拍子のような感3


























， ， ， ， ，第三次では 生徒は 前次に語った三つの場面を 映像( )によって鑑賞し その後VTR





































， ， 。 ，その後 生徒は 阿波人形浄瑠璃の魅力やすばらしさを伝える記事を書いた ここでは
生徒は，下書きをしてから，黙々と，本文を書いていた。静かな教室には，シャープペン
をはしらせるコツコツという音が響いていた。そして，生徒は 「阿波人形浄瑠璃は，素，

















第一の視点では，鑑賞と表現を通して 「詞」や「地（地合 」における速度の変化と， ）


















































， 「 」 ， 。て このお弓の 詞 の後半部分の速度が少し遅いと把握し 緩急をつけて語っていた
ことば
また，生徒は 「と聞いてびっくり」という「地(地合)」を太夫が速い速度で語っている，
， 。 ， ， 「 」 ，と捉え それを模倣していた つまり 生徒は この 地(地合) の速度を速いと把握し
一口で語っていた。さらに 「見ればみるほどおさな顔」という「地(地合)」を，太夫が，
ゆっくりした速度で語っていると捉え それを模倣していた つまり 生徒は 太夫の み， 。 ， ， 「

































。 ， ， 「 」 「 」急に速くなると捉えていた また 生徒は 第三の場面の ふり返り という 地(地合)









































































































































一 ・やさしい なつかしい ・幼い 悲しい
次 ・名前を聞いて慌てている感じ，そわそわしてい ・声がかすれている感じ
る感じ，震えている感じ
・驚いているような・ 戸惑っているような ・悲しそうな 寂しそうな
第一の場面第
二 ・親の名を知りたいような ・驚いている気持ち ・親の名を必死に言っているような




















， ， ， ，第一次において 生徒は 音源と映像によって第一の場面を鑑賞し お弓の声の音色を
「なつかしい」という形容詞 「名前を聞いて慌てている感じ 「震えている「やさしい」 ， 」
感じ」という動作や状況を表す言葉 「驚いているような 「戸惑っているような」とい， 」
う心情を表す言葉で喩えていた。一方，お鶴の声の音色を 「幼い 「悲しい」という形， 」































けるようになった 「ふり返り」という「地(地合)」を模倣して語り，その結果 「名残。 ，













どころとした楽音構造の知覚において典型的な差が顕著にみられる生徒 ，生徒 ，生SA TT

















































・太夫と三味線と人形が 色々な気持ちを表している ・お弓の驚きや悲しさなど色々な気持ち， 。
第二の場面


























見れば～なつかしや』は，ゆっくり，柔らかい感じの生徒 は，第一次において 「SA ，『
声」と記述しているように，音源と映像で鑑賞し 「柔らかい」という形容詞で声の音色，





」 ， 「 」 ，な と特徴づけ お弓の心情を 名乗りたいのを我慢している苦しい気持ち と記述し
「見る母親はたまりかね」では，声の音色を「耐えているような」と特徴づけ，お弓の
心情を「どうにもしてやれない辛い気持ち，苦しい気持ち」と記述していた。また，生






記述しているように，生徒 は，三味線うな感じ 「声と三味線が寂しそうな感じ」と」 SA
を向け 「お弓の耐えかねている気持ち，とても悲しい気持ち 「お弓お鶴の別にも注意 ， 」
親子の情愛と悲哀といれたくない，とても悲しい気持ち」と記述しているように，この
これらのことから，生徒 は 〈順礼う人間感情のイメージを詳細に記述していた 。3) SA ，
歌の段〉の中にみられる普遍的な人間感情を詳細に探究していたことが確認された。














徒 は「言いたいのに言えない気持ち」と記述していた 「見る母親はたまりかね」にTT 。
おけるお弓の心情を，生徒 は「母お弓のどうにもしてやれない辛い気持ち，苦しい気SA




徒 は，太夫と三味線，人形に注目していた。そして 「太夫の声にあわせて，白い布TT ，
を左右に引きあっている」というように，人形に注意を向け 「はなれたくない気持ちが，









くなった」と記述しているように，生徒 は，この「地(地合 」の部分の速度を「速KH ）
い ，声の強弱を「大きい」と特徴づけ，ここから，お弓の心情を「驚いた気持ち」と記」
，「 」 ， 「 」 ， 「 」述し ふり返り では 速度を ゆっくり と特徴づけ お弓の心情を 悲しい気持ち
と記述していた。このように，生徒 は この作品の中にみられる驚きと悲しみといKH ，
う表面的な感情を記述していた。第三次において，生徒 は，三味線に関しては 「迫KH ，




られていた 。このように，生徒 のワークシートからは，声の音色に関する具体的な5) KH
記述を確認することができなかった。それゆえに，親子の情愛と悲哀に関する具体的な
記述も確認することができなかった。
以上のように 「地(地合)」の産字の部分の声の音色に注目していた生徒 は 親子の， SA ,
情愛と悲哀について詳細に記述していた。特に，生徒 は，心情を表す言葉で声の音色SA
を特徴づけ，母の人間感情の様態を詳細に記述していた。それに対して 「地(地合)」の，
産字の部分の声の音色に注目していなかった生徒 や生徒 は，このような人間感情TT KH

































太夫の独特な語り（産字など）と三味線によって，登場人物の心情が豊生徒 は 「SA ，
」 ， ，かに表現されている と記述しているように 太夫と三味線による感情の表現 すなわち，
義太夫節に魅力を感じている。特に，太夫による声の音楽に魅力を感じている 「今の時。







































生徒 注意が向けられ 登場人物の心情の感受 郷土の伝統文化の価値に関する認識 阿波人形浄瑠璃への関心・意欲・態度
た側面
特に 「地(地 ・親子の情愛と悲哀 ・郷土の伝統文化の価値への認 ・太夫に教えてもらいながら，お生徒 ，
合)」の部分の 特に，母の人間感 識を高めている。 弓やお鶴の気持ちになって語る事SA
声の音色に注 情について，想像が ・主体的に，郷土の伝統文化を ができたので嬉しかったです。産(女）






・声の音色に ・親子の情愛と悲哀 ・郷土の伝統文化の価値を意識 ・徳島の伝統文化を学習する機会生徒
注目している を意識しているが， しているが，主体的に，郷土の があってよかった。傾城阿波の鳴TT
が 地(地合) やや表面的な感情を 伝統文化を継承していこうとい 門には，お弓お鶴親子の情愛が刻(女） ，「 」
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・速度の変化 ・表面的な感情だけ ・自分以外の人によって，郷土 ・順礼歌の段を語った時，息遣い生徒 ，







阿波人形浄瑠璃《傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉に関心を向けている。特に 「産字の》 ，
部分をうまく語れた時には達成感や充実感がありました」と記述しているように 〈順礼，
歌の段〉の「引き寄せて」や「ふり返り」という「地(地合)」の部分に関心を向けてい





生徒 は 「徳島の伝統文化を学習する機会があってよかった」と記述しているようTT ，
に，音楽科で阿波人形浄瑠璃の学習をしたことに意義があると捉えている 「少しずつ学。
習できて，もっと詳しく知りたいと思った」と記述しているように，知識を深めたいと
。 ，「 」 ，いう意欲や態度を示している 特に 機会があれば生で見たい と記述しているように
生徒 は，太夫と三味線，人形の三業で直接鑑賞したいという思いを持つようになってTT











生徒 は 「順礼歌の段を語った時，息遣いや間あいを取るのが難しく，なかなかでKH ，
きなかったが，面白いと思った」と記述しているように，浄瑠璃を語ることに興味を持
っている。また 「続きを知りたいと思った」と記述しているように 〈順礼歌の段〉の， ，
後の段，すなわち 〈十郎兵衛内の段〉のあらすじを知りたいという思いを持っている。，
つまり，生徒 は 《傾城阿波の鳴門》八段目の内容を把握したいという意欲を示してKH ，
いる。しかし，生徒 のワークシートには，主体的に，学校外において鑑賞したいとKH






















ついて考察した結果 「地(地合)」の産字の部分の声の音色に注目していた生徒 は，， SA
親子の情愛と悲哀，特に，母お弓の人間感情の様態を詳細に把握し，郷土の伝統文化の価
値への認識を高め，今後も学び続けようとする思いを持つようになってきたことが確認さ
れた。特に，この生徒は 「引き寄せて 「ふり返り」の産字の声の音色に注意を向け，， 」
母お弓の辛苦の心情を感じ取っていた。一方 「地(地合)」の産字の部分の声の音色に注，




























。 ， ， ， ，していたことを象徴していた言葉である 特に 明治 年頃には個人の家 神社や寺において 毎晩30
素人の浄瑠璃(素義)大会が開かれていたという状況であった。福本博「写真で綴る阿波の人形芝居」檜
2004 pp.817-818瑛司皆川学編『徳島県民俗芸能誌』錦正社
)第三次における生徒 のイメージマップ図には 「悲しい 「つらい 「どうもしてやれない 「親子3 SA ， 」 」 」
愛 「温かい」という母の本性を感じ取っていたことが窺われる言葉が記述されていた。この「どうも」
15してやれない」は 「悲しい 「つらい」という言葉と関係づけられていた。補足資料， 」
)第三次における生徒 のイメージマップ図には 「おどろき 「ゆれる心 「言いたいのにいえない」4 TT ， 」 」
15というお弓の心情を表す言葉が記述されていた 補足資料。




， ， 《 》第Ⅲ部では 中学校音楽科において 阿波人形浄瑠璃の代表的な演目 傾城阿波の鳴門
〈順礼歌の段〉を教材とした授業の構想と実践を試み，生徒の認識の深まりに着目しなが
ら，教材としての可能性を検討した。





りの指導をした 。その後，第三次( 時間)において，地域の太夫，三味線，人形の三業1) 2














































以上のように，第Ⅲ部では 《傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉を教材とした授業の構， 》
想と実践を試み，生徒の認識の深まりを吟味しながら，教材としての可能性を検討した。
この実践から，生徒は，親子の情愛や悲哀という人間感情の様態のイメージを深め，自己




























































， ， ，〈 〉では 生徒の音楽的な活動を充実させるために 太夫の指導を受けながら 順礼歌の段
の一節を生徒自身が語る授業を構想し，鑑賞と表現を密接に結びつけた授業を実践した。
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補足資料 『義太夫調査書』( )における第一種から第四種の作品と11 1913.7.22
その作品に内在する徳目
第一種
外題 段 主 な 徳 目
伽羅先代萩 竹の間 仁義1
伽羅先代萩 政岡忠義 忠烈 勧善懲悪 武士道2
仮名手本忠臣蔵 判官切腹 壮烈 壮 正義3
仮名手本忠臣蔵 山科隠家 義烈 慈悲 大和魂4
忠臣二度目清書 寺岡切腹 節義 武士道5
忠臣義士傳 赤垣出立 忠義 忠烈6
忠臣義士傳 彌作鎌腹 大和魂 懲悪7
太平記忠臣講釈 喜内住家 忠孝節義 忠勇義烈 孝心8
菅原伝授手習鑑 松王屋敷 誠忠 忠孝 日本道徳の良範9
菅原伝授手習鑑 寺子屋 義烈 苦衷 苦情 哀情10
花上野誉石碑 志度寺 忠烈 壮烈 通俗教育に推薦11
金比羅御利生敵討稚文談 百度平住家 忠義 孝道12
蝶花形名歌島台 小坂部館 節義 潔白 義理は人情に勝つ13
花雲佐倉曙 下総屋 義烈14
花雲佐倉曙 惣五郎住家 節烈 忠義 懲悪15
花雲佐倉曙 儀作切腹 義胆 赤誠 真心 至誠16
平仮名盛衰記 逆櫓 誠忠 仁 義 苦衷 武士道17
近江源氏先陣館 和田兵衛使者 殊勝 勇気18
近江源氏先陣館 忠孝 壮烈 友愛19 小四郎恩愛(森綱館)
義経腰越状 泉三郎館 信義20
祇園祭礼記 是済屋 忠実 義烈21
奥州秀衡有髪婿 秀衡館 胆力22
三日太平記 松下住家 礼儀 礼譲 慈悲 愛情23
鏡山旧錦絵 長局 忠実 克己 忍耐24
源平布引滝 実盛物語 忠烈 仁義 勇壮25
東山殿幼稚物語 山名宗全館 忠烈 義烈 武士道26
阿漕浦鈴鹿合戦 平治住家 誠忠 孝行27
本朝二十四考 桔梗原 （筋書きのみ）28
本朝二十四考 景勝下駄 孝養29
一谷嫩軍記 熊谷陣屋 仁義 苦衷 寛仁 武勇 武士道30
彦山権現誓助剣 六助住家 孝心 義心 大和魂31
日本賢女鑑 片岡忠義 誠忠 日本魂32
名筆傾城鑑 吃 殊勝33
奥州安達原 宗任物語 壮烈 苦衷34




苅萱桑門筑紫轢 山 忠僕 正義38
楠昔話 句 忠孝 忠烈 仁義39 三段目 端午の節（ ）
恋女房染分手綱 沓掛村 忠 孝心 慈悲40
敵討襤褸錦 大安寺 孝心 可憐41
神霊矢口渡 身替 忠烈 壮烈 苦情42
那須与一西海硯 化粧屋敷 忠烈 殊勝43
古戦場鐘懸松 鐘 儀忠44
北條時頼記 最明寺 誠心 武人の亀鑑45
軍法富士西行 靭負切腹 忠義 義心 健気46
宇和島天神記 養老滝 孝道 健気47
蘭奢侍新田系図 幸内住家 忠孝 忠節 廉潔48
娘景清八島日記 日向島 忠勇 孝心49
日露戦争記 薫梅忠義魁 梅原健三郎住家 忠君愛国 赤誠50
(徳島縣教育會『義太夫調査書』 )1913 .7.22 pp.11-14 pp.1-68
第二種
外題 段 主 な 徳 目
三十三間堂棟由来 平太郎住家 親切 仇討1
祇園女御九重錦 お柳別 文句の一二を改め2
傾城阿波鳴門 順礼歌 哀れなる語り物 可憐 慈愛3
卅三所壺坂霊験記 壺坂寺 婦女の良き鑑 軟弱の語あり4
一谷嫩軍記 須磨浦 子を身替わり5
日吉丸稚桜 五郎助内 義者 卑猥の語あり6
玉藻前旭袂 道春館 清潔 風教上忌むべきものあり7
玉藻前旭袂 化装殿 誠 忍耐 残酷8
仮名手本忠臣蔵 桃の井館 贈賄は罪悪 軟弱の語あり9
仮名手本忠臣蔵 勘平切腹 忠義 誠忠 大和魂 軟弱の語10
源平布引滝 松波琵琶 壮烈 改作すべし11
恋女房染分手綱 重の井子別 可憐の情 孝 軟弱の語あり12
伊賀越道中双六 沼津の里 義侠心 真心 猥褻にわたる13
伊賀越道中双六 岡崎 悲壮 義侠14
伊賀越道中双六 円覚寺 忠貞 烈 軟弱の語あり15
鏡山廓寫書 又助住家 忠義16
奥州安達原 袖萩祭文 仁義 孝心 軟弱17
日蓮上人御法海 勘作住家 信仰18
木下陰狭間合戦 竹中砦 苦衷 卑劣19
碁太平記白石噺 田植 孝心 勧善懲悪 義侠20
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祇園祭礼信仰記 上煖屋 忠烈 卑劣21
祇園祭礼信仰記 迷子 教訓・非難するものなし22
壇の浦兜軍記 琴責 武士の典型 軟弱の語あり23
釜淵雙級巴 釜入 悪かんを与えるものではない24
関取千両幟 猪名川内 侠気 貞烈 風教上よくない25
関取二代鑑 秋津島内 忠君義烈 軟弱の語あり26
近江源氏先陣館 四斗兵衛内 誠忠 智仁 軟弱27
近江源氏先陣館 船長 教訓含まず 風教上問題なし28
妹背山婦女庭訓 柴六内 誠忠 軟弱の語29
菅原伝授手習鑑 桜丸切腹 忠節 特勝 軟弱の語30
親として子として心得るべきこと多し31 蘆屋道満大内鑑 狐子別れ
双喋々曲輪日記 引窓 孝 義 花流界のこと32
出世太平記 本能寺 光秀の挙は逆事33
絵本太巧記 妙心寺 孝心 廉潔正義34
大江山酒呑童子話 保昌館 苦衷 荒唐無稽35
大江山酒呑童子話 渡邊屋敷 悲壮 犠牲 なまめかしい語あり36
大江山酒呑童子話 源頼光館 世の鑑 軟弱の語あり37
和田合戦女舞鶴 義烈壮烈 苦衷38 三の切 市若丸初陣
平仮名盛衰記 辻法印 害なき語り物39
朝顔日記 浜松小屋 忠義 風教上欠点あり40
朝顔日記 笑ひ薬 親切 (喜劇)41
道中亀山噺 在所 義心 少しいかがわしい42
新薄雪物語 鍛冶屋 世道の善き鑑 軟弱の語あり43
姫小松子日遊 俊寬物語 忠節 憐れなる物語44
八陣守護城 政清本陣 忠勇 勇壮 軟弱の語あり45
白石後日誉 七郎兵衛内 孝心 軟弱の語あり46
蓮如上人一代記 與三次郎住家 孝行 残酷なり47
七福神寶入船 藝廻し 風教上可もなく不可もなし48
(徳島縣教育會『義太夫調査書』 )1913 7.22 pp.15-18 pp.69-133
第三種
外題 段 主 な 徳 目




鎌倉三代記 三浦別 猥褻 軟弱5
恋娘昔八丈 鈴ｹﾞ森 卑猥の語句なし 脚色軟弱6
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箱根霊験躄仇討 瀧 忠義 貞節 けがらわしき語あり7
箱根霊験躄仇討 新左右衛門屋敷 潔白 清浄 軟弱の語多い8
摂洲合邦辻 合邦内 軟弱の語多い9
鏡山旧錦絵 草履打 主10
碁太平記白石噺 新吉原揚屋 孝心 義心下流界のこと11
生写朝顔話 宿屋 軟弱12
中将姫古跡松 雪責 忠義 忍耐 残酷13
仮名手本忠臣蔵 殿中 卑猥の所あり14
仮名手本忠臣蔵 一力茶屋 苦衷 下流界の痴態を写す15
義士忠臣蔵 本蔵下屋敷 忠烈 卑猥の語あり16
岸姫松轡鏡 朝比奈上使 忠義 慈愛 軟弱17
近頃河原達引 堀川 孝行 構成と脚色が軟弱18
茜染野中の隠井 長吉殺 友情 非道の極みなり19
由良港千軒長者 山 憐れなる物語 卑猥なる20
播州皿屋敷 鉄山館 忠節 残酷21
ほとんど教訓なし いかがわしい語あり22 神霊矢口渡 鈍兵衛内
双喋々曲輪日記 米屋 青年に悪影響及ぼす23
増補国姓爺 唐人宿屋 風教上可も不可もなし 卑語多い24
八間詞長者気質 持余屋 風教上評すべき価値無し25
玉藻前旭袂 十作住家 忠義 卑猥な語あり26
道中膝栗毛 赤坂竝木 チャリ 滑稽27
宿無団七岩井風呂 岩井風呂 通俗的な教訓 全段軟弱28
極彩色娘扇 天王寺村 正直 貞節 軟弱29
軍法富士見西行 三の切 段中軟弱 卑猥な語あり30
一谷嫩軍記 流しの枝 武勇 仁義 軟弱31
花襷会稽掲布染 官治郎切腹 誠忠 軟弱な語多し32
増補比翼塚 長兵衛内 義侠 貞節 軟弱の語多し33
御所桜堀川夜討 多情 青年子女を挑発する34 弁慶上使 片身片袖
本朝二十四考 勘助住家 孝行 不快を感じるもの35
義経千本桜 鮓屋 忠孝 義貞 卑猥の点あり36
鬼一方眼三略巻 菊畑 教訓とすべき点あり 露骨37
肥後駒下駄 五條海老屋 孝子 忠僕 貞女 軟弱な語あり38
自来也 自来也内 残酷 畢竟する悪を遂げんとす39
















染模様妹背の門松 質屋 十種香の段、新版歌祭文 野崎村の13
恋娘昔八丈 城木屋 段、傾城恋飛脚新口村の段、恋娘14





































































補足資料 《傾城阿波の鳴門 〈順礼歌の段〉を教材とした三つの実践16 》
第七章における授業実践①
第三次 筆者( ) 地域の伝承者( )による指導T1 T2
地域の伝承者から指導を受け，浄瑠璃を語り三味線や人形にふれる生徒
第八章における授業実践②
第二次 筆者( ) 太夫( ) 音楽担当教師( )による指導T1 T2 T3
〈順礼歌の段〉の三つの場面を直接的に鑑賞する生徒
第九章における授業実践③
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